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rソ ヴェ トにお ける科学 的労働組織(且OT)運 動』

1920年 代前半

「ま さ に労 働 組 織 が … …す べ て の

社 会 的生 活 の もっ と も主要 な,根

幹 的 な そ して焦 眉 の 問 題 で あ る。」

(B.H.Jlexxx.HoπH.co6P.coq.,
T.36,cTp.147.)

1.は じ め に

共産主義一 人格 と社会の全面的発達を自己目的とする一 を構築 しつつあるソヴェ トに

おいて,科 学技術の進歩が,そ の物質的一技術的基礎を創出するための主要な挺子であ るこ

と,い うまでもない。 しか しそれとともに,き わめてアクチュアルな意義を有するのが労働

組織の完成化である。第24回 党大会は指摘 した,「 この(=労 働生産性の急速な向上)課 題

は,生 産の技術装備の改善によって遂行される。労働の機械化 と平行 して,生 産 と労働の組

織を系統的に改善 し,進 んだ作業方法を普及 し,労 働時間のロスを大幅に縮少 していかなけ
1)

ればならない」 と。

では,科 学的労働組織(HayqHaHOpraxxsaqxaTpyRa略 してHOT)と はなにか。1967

年6月 の全連邦協議会の勧告によると,現 代の諸条件にお・けるHOTと は,「 生産 のなかに

系統的に定着された科学の 諸成果 と進歩的 な経験に基礎づけられ,技 術 と人びとを単一の

生産過程のなかで結合することをもっとも可能にし,物 質的および労働的な予備のもっとも

効果的な利用と労働生産性の連続 した向上を確保 し,人 間の健康の保持,労 働の第一次生命
2)

的欲求への漸次的変化を促進するところの労働組織」である。この定義は1924年 に開かれた

第二回全連邦HOT会 議のそれを継承 ・発展させたものである。 この規定にもとついてHOT

の任務が定められる。まず第一に,共 産主義の物質的一技術的基礎の創出,と りわけ労働 生

産性の向上 を確保す ること。第二 に,社 会の主要な生産力である人間の健康を保持するのに

好ま しい生産諸条件を創 出す ること。そして第三に,労 働過程において新 しい人間を養育す

ること,労 働 をかれの第一次生命的欲求に変えること,つ ま り労働の魅力性や内容性の程度

を高めること,労 働に真に創造的な性格を付与すること,で ある。勧告はまたHOTの 基本

1)rソ 連 共 産 党 第24回 大 会 報 告 ・決 議 ・指 令 』 大 月 書 店1971,p.137.

2)PeKOMexAauxxBcecoK)3HorocoBe皿iaxxAnaopraHxsa�xTpy1[a.<CoUHaJI}lcTH隈ecKH且

TPYA:〉,1967,N亜9,cTp.106.
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的な方向をも定めた。①分業と協業の形態の完成化 ②作業部署の組織とサービスの改善③

労働の手法と方法の合理化 ④ カードルの養成改善 と技能等級向上 ⑤労働の規制化の完成

化(労 働の物質的および道徳的な刺激づけと結びつけて)⑥ 労働条件の改善 ⑦勤労者の労

働規律の強化 と創造的活動性の向上(主 要な役割は社会主義競争の組織化に属する)。

ところで,上 記 したHOTの 任務は,ユ ・ドゥブロフスキーによると,第 一が経済的任務
3)

であり第二が精神生理学的任務であり そして第三が社会的任務である。 このことはHOTの

任務 を純粋に経済的な性格の問題にのみ帰着させてはいけない ことを意味する。ヴェ ・ゲ ・

アファナシェフはかいている。社会主義的労働組織は 「経済的な問題だけでな く社会的な問

題でもあるのだ。」それは 「社会的所有をその根底とした経済的諸関係の質的に新 しい型に土

台をお・いてお り」 「相互友情 と相互援助の諸関係により結びつけられた人びとの 相互作用の

組織である。それは労働そのものにたい しても労働する人びとにたいしても,労 働の手段に

たい してもその結果にたい しても,人 びととの関係の新 しい形態を呼びお こす。それは社会

主義競争を生みだ し,意 識的な労働規律:,創 造的発意,社 会的資産にたいする倹約的な態度
4)

を前提する」 と。 したがって,HOTの 問題の解決には経済学 ・技術学だけではな く,心 理

学・生理学や社会学などの複合的な研究が必要なのである。イ ・ぺ ・ラチェンコはいう。「若

干の著者が労働組織は労働経済学の対象であると考えていることは偶然ではない……これら

すべての問題は究極的には一つの 一般的問題一 労働生産性一 のまわりに集中されてい

る。」 しか し,「労働組織は,技 術 と人間とのあいだの諸関係の他に,そ のなかに,生 産過程

に於ける人びと自身のあいだの諸関係をもふ くんでいる。別の言葉でいえば,HOTは その

なかに社会的な諸契機をもふ くんでいるのである。労働社会学は労働諸過程をそれと人間の

労働活動に影響するところの基本的な社会的諸要因との相互連関のなかで考察 し,そ して労

働のヒューマニゼーションとそれの第一次生命的欲求への変化を確保するところの諸勧告を
5)

研究作成するのである。」

ソヴェ1・において,HOTの 問題のかかる複合的な研究の必要が 強調されは じめたのは,

60年代に入って とりわけ半ば以降であった。1965年9月,ソ 連邦共産党中央委員会総会は,

「工業管理の改善,計 画化の改善,工 業生産の経済的奨励の強化について」 という基調報告

のなかで,ホ ズラスチョー トや企業の経済的奨励の問題を新 しい仕方で提起するとともに,

つぎのことを指摘 した。すなわち,現 在第一の国民経済的任務の一つは,現 代の科学一技 術

3)fO.Ily6poscKxH.Hayvxaaopraxxsa�xTpyAa:cyx[xoczb,sauavx,couepxcaaxe.

<Coq正{aJ!xcrxvecxxHTpyu>,1973,Ns12,cTp.129.

4)B.r.AΦaHacbeB.HayqHoey叩aenexxeo6iuecTaoM.M.,H3A・Bono朋 丁瑚ecKo澱 刀HTepaTypbI

1968,crp.215.

5)14.n.Paqe正{Ko.HayveaxopraHH3auHHne双aromqecKoroTpy八a,1>1.,<ne双aro珊Ka>1972,

cTp.56-58.
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的進 歩 の要 請 に合 致 した生 産 と労 働 の科 学 的 組織 を ソヴ ェ トの全 企 業 に 定 着 させ る こ とで あ
6)

る,と 。 この こ とは,共 産 主 義 建 設 の諸 条 件 で,ま た,企 業 へ の最 新 技 術 の装 備,生 産 諸 過

程 の複 合 的 な機 械 化 と自動 化 の実 施 とい う諸 条 件 で,HOTの 諸 問題 を複 合 的 に解 決 す る こ

とが急 務 に な った こ とを示 す 。

で は,ソ ヴ ェ トは それ 以 前,HOT運 動 の歴 史 を も って い なか った の か 。 否,む しろ輝 か

しい歴 史 を も って い た。 十 月 革 命 後 外 国 の軍 事 干 渉 と内戦 の 時期 を 経 て,よ うや く国 民経 済

の復 興 と新 しい社 会 の建 設 に立 ち あ が った と き,す な わ ち20年 代 に はい る と,レ ー ニ ンの指

導 の も と,HOTを め ざ した 大衆 的 な 運動 が さま ざ ま な地 域 に 生 ま れ,そ して ダ イ ナ ミ ック

に展 開 さ れ た ので あ る 。 しか しそ の 運動 も,30年 代 の ス タ ー リン時代 に は い る と,縮 少 さ

れ,学 術 機 関 は廃 止 さ れ て しま った 。HOTと い う概念 は最 近 ま で 辞 典 か ら完 全 に姿 を消 し

て しま っ てい た ほ どで あ る。 た だ,社 会 主 義 競 争 が,20年 代 の共 産 主 義 的土 曜労 働,30年 代

の突 撃 作 業 班 か らス タハ ノ ブ運 動,60年 代 以 降 の 共産 主 義 的 労 働 を めざ した 運 動 へ と展 開 さ

れ て きた の で はあ るが 。

HOT運 動 は,こ の よ うに20年 代 と60年 代 以 降 に大 き く展 開 され た の で あ るが,そ の 時 期

は と もに移 行 期 に あ た る。 つ ま り,原 理 的 に新 しいHOTの 理 論 と実 践 が どう して も緊 要 に

な る時期 で あ る。

この小 論 で は,そ の うち の20年 代 の しか も前 半 にお け るHOT運 動 に大 き く 照 明 をあ て る

つ も りで あ る。す な わ ち,ま ずHOTの 諸 機 関 や 研 究 所 が,レ ー ニ ン の指 示 に も とづ きつ

っ,ど の よ うに創 設 さ れ再 編 さ れ て い った の か,HOT運 動 が どの よ うに大 衆 的 な もの に な

って い った の か を 明 る み に だ そ う とお も う。 つ い で,そ のHOT運 動 の主 要 な指 導 者 レー ニ

ン,ヶ 一 ル ジ ェ ン ツ ェ フ とガ ース チ ェ フ ・わ が 国 で は メ ン シ ェ ヴ ィ キ ー の エル マ ン ス キ ー

は紹 介 さ れ て い るが,ボ ル シ ェ ヴ ィ キー の 両 者 は ほ とん ど知 られ て い ない の 組 識 論 を概

説 す る。 そ して さ い ご に,今 日の,つ ま り共 産 主 義 建 設 展 開期 の ソヴ ェ トに お け るHOT運

動 を叙述 す る。 た だ し,こ こで は,社 会 主 義 競 争,計 画 化,時 間 の 節 約 の3点 に限 定 せ ざ る

をえ ない こと を予 め こ とわ って お・か な けれ ば な らな い。

2.20年 代(前 半)のHOT運 動

内戦が終わ り,ソ ヴェ ト人民が経済の復興 と新 しい社会の建設に立ちあが ったとき,レ ー

6)C.HOBO?KNJIOB.PasaxTxeΦopMNmeTOUOaopraxxsauxxTpyua3aro双biGOBeTCKONsnaczx.

<Cou1{aJIKcTHqecKH鼓rpyu>,1968,矩1,cTp・18・
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ニンの発意と積極的な参加のもと,党 や労働組合,経 済的な指導者や専門家,労 働者のなか

に,技 術的進歩にたいするまたHOTの 問題にたいする未曽有な関心が生まれた。HOTの 諸

原則を研究 ・学習 し,そ れを企業や機関,赤 軍や学校などに定着させることをめざした大衆

的な,全 人民的な運動が開始された。さまざまな種類のHOT運 動の組織があらわれた。

この時期にHOTの 諸問題を研究する学術機関が50以上 も創出された。 たとえば,カ ザン

やハ リコフや タガンロークなどの 労働研究所。 とくに成果をあげたのは,中 央労働研究所

uC'HTp腴ibHblNHHCTHTyTTpyua(UHT)の 活動であった。

UHTは,レ ーニン自らが署名 したソ連邦労働国防会議(議 長はレーニン)の 法令により,

1921年8月28日 に全ソ連邦労働組合中央会議(B鮏RC)に 付属 して,生 産におけるHOT

の調査研究 ・実践 センターとして 創設 された ものである。 研究所長 はア ・カ ・ガースチ

ェフが任命された。その任務は,労 働合理化 の方途と方法を作成するために 労働 を全面的

に研究すること,HOTの 諸原則を研究 ・作成 ・宣伝す る要務に従事 している諸組織の活動

を統合 ・調整することであった。 こうした統合センターの創設が実現されたのは,HOTの

活動 と国全体の計画的課題 とのつながり方がまだひじょうに弱かった当時の状況と,す べて

の活動を全国的規模で計画に沿 って組織的におこなうことができるという社会主義の優位性

とか らであった。UHTの 活動 は学習一研究,教 育,実 践 という3っ の方向でお・こなわれた。

またUHTに 付属 して,写 真映画(労 働動作の記録),技 術(労 働の技術一加工的方法 と用 具

の研究),生 物メカニズム(労 働動作の研究),生 理技術(労 働エネルギー論),適 性測定心理

学(労 働心理学),教 育学(労 働訓練の方法),社 会工学(管 理技術の研究),神 経メカニズ
1)

ム(中 枢神経 システムの研究)と いう8っ の実験室が機能 していた。これ らのことは,UHT

が科学調査研究をいかに多面的に実施 していたかを証明する。uHTの 活動のなかでとりわけ

有益であったのは,技 能資格あるカードルを養成する方法の研究であった。

ところで,uHT創 設半年まえの同年1月2日 ～27日 に,人 民委員部の発議により,第1回

全ロシアHOT会 議が開かれていた。それは,HOTを 社会主義的な生産諸関係を創出す る特

殊な手段 と解 し,「テーラー主義ではなくてHOT主 義 を!」 という標語を宣言 した。またそ

こでは,労 働組織の分野における2っ の方向が誤 っているとして指摘された。一つは,HOT

を生産を基礎にした一般的,普 遍的な組織学とみなす ボグダーノフのそれであ り,も う一つ

は,HOTを 生理学と 「労働者のエネルギー費消」 の研究の観点か ら考察 したエルマンスキ

ーのそれであった。

会議はその決定によ抄,作 業調整 のための 労働研究機関秘書課(cyHT)を 設立 した。

1)CM.n.IM.Kepxcexues.nPHHI(HIIblopraxxaauxx一 聡36paHHHenpoH3BeAeHHH.IM.,

<3KoHoMHKa>.1968,cTp.298-299.
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しか し,CYhTは,当 時あちこちに生まれたHOT問 題研究機関を実践的に指導す るための

十分な権限 も可能性 ももっていなかった。そのため類似 した研究活動が依然 としてぱらぱら

に実施された。

そこで,HOT運 動における有害な類似 と分散を取 り除き,す べての機関の努力を調整

し,調 査研究を生産と管理の改善に向けることがつよく要求されるようになった。1923年1

月,レ ーニンが第12回 党大会への提案のための労作rわ れわれは労農監督部をどう改組すべ

きか』 のなかで,労 働研究諸機関の統合 ・調整の必要性を指摘 したのは,そ のためであっ

た。

第十二回党大会は1923年4月17日 ～25日 に開かれ,レ ーニンの最後のい くつかの論文と手

紙のなかで述べ られているすべての指示を,そ の諸決定のなかに織 りこんだ。大会は,「 労

働 と管理の科学的組織の諸原則を研究 し確立す る一 それはアカデ ミックだけであってはい

けない一 にさいしては,要 務の実践的な点検 と科学的な一般化された帰結 とをもっと緊密
z)

に結合することが必要である」 と指摘 し,ま たその決定により,ソ 連邦におけるHOTの す

べての要務は,ソ 連邦労農監督人民委員部の指導のもとに統合された。

決定は,新 たに改組された労農監督部の従業員自身を養成するうえで長期の作業が必要な

こと,国 家機関や経済機関を,そ れ らが住民 と直接に接触す る部門で,入 念に改善すること

が必要なことをとくに強調 した。

1923年8月23日,ソ 連邦 労農監督 人民委員部 付属諮問 機関で ある科学的 労働組織会議

CoBeTnoxayvxoHopraxxsaqxHTpyAa(CoBHOT)がCYHTを 改組 して設立された。そ

れは,す べてのHOT機 関の努力をソヴェ ト機関と経済機関の合理化に向けつつ,そ れ らの

活動を全般的に指導 し調整 した。1923年11月12日 ソ連邦労農監督人民委員部協議会により承

認されたCoaHOTに かんする規定によると,CoBHOTは ソ連邦労農監督人民委員部協議会

に付属 した諮問 ・計画 ・代表機関であ り,そ の任務は国家機関の合理化にかんする資料を体

系化 し,労 農監督部の活動の科学的審査を組織 し,労 働とその合理化に専門的に従事する諸

機関の活動を調整す ることであった。COBHOTは,中 央統制委員会,ソ 連邦労農監督人民

委員部,全 ソ連邦労働組合中央会議,国 家計画委員会,ソ 連邦最高国民経済会議,中 央統計

局,若 干の企業や研究所などの 代表者で構成されていた。COBHOTの 議長はソ連邦労農監

督部人民委員ヴェ・ヴェ・クイブイシェフであった。COBHOT幹 部会員には,ガ ースチェフ

(副議長一1926年 に議長 となる),ぺ ・エム ・ケールジェンツェフらがいた。

ソ連邦におけるHOT運 動の発展途上での重要な道標であったのは,ク イブイシェフの指

2)KnCCBpeso.nK)�AXHpel皿eHH兄xcbe3双oB,KoHΦepeH叩 営HHJIeHyMoBuK.q.1.rocno汀H-

zHSUaz,1953,cTp・720・(「1・M.Kepxceeues,IlpxxuxnbiopraxHaa�xl968,cTp.21よ り 引 用).
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導のもと準備 ・開催された第2回 全連邦HOT会 議であった。会議は,党 中央委員会や中央

統制委員会,人 民委員部,学 術機関などの代表者380名 以上の出席のもと,1924年3月10日
3)

～16日 にモスクワでおこなわれた。会議は,HOTの 本質についての論争に片をつけ,HOT

の新 しい定義を採用 した。会議には,三 つの分科会が もたれた。教育学部会はHOTを 基礎

に一般義務教育体系や専門家教育を改造する基本的方針を究明し,労 働心理 ・生理学部会は

職業選択の問題,動 作研究,疲 労の問題を詳細に検討 し,方 法論部会は組織の調i査と合理化
4)

の方法適用に当っての根本的諸問題を究明した。

会議は,12日 に,ク イブイシェフの報告にもとづ き,P科 学的労働 組織 と労農監督部』と
5)

いう決議を採択 した。 これは,レ ーニンの遺訓 と党の諸決定にそって それまでに為された

HOT運 動の諸経験を総括 し,HOTの さらなる発展の諸任務を定式化 したものであり,HOT

運動者にとっての綱領的文書であった。それはまず第一に,rHOTを 労働組織の成全的シス
6)

テムとして解釈 しようとする試み」 を,誤 った非マルクス主義的な観念に立脚 しているとし

て厳 しく批判 し,「HOTは,現 行労働組織のなかに,科 学と実践がかちとったところの労働

の全般的生産性を向上させ るいろいろな改善をもちこむ過程 として理解することが必要であ

る」 と強調 した。さらにそれは生産改善のために3つ の方向を定めた。すなわち,① 新 しい

生産用具を企業に導入す ること(生 産の機械化,電 化など),② 企業の設備の現状において

労働の適用形態を変えること(生 産における合理的な労働組織,企 業における個々の労働過

程間の相互関係の規正,材 料および製品の規格化など),③ 生きた人間の労働の生産性の向

上(技 能等級の向上,労 働の集約化,労 働の質的改善など)。決議では,HOTを 資本主義の

もとでとソ連邦のもとで比較 し,「生産用具すべての 社会的所有のもとでのまた生産物の社

会的分配のもとでの社会主義社会においてのみ,生 産諸力の発展のための,ま た……経済の

全体的発展の意識的に立てられた計画を基礎 として,諸 科学の成果を広範かっ全体的に応用

するための無限の空間があろう」 と指摘されている。 さらに決議では,「 ソヴェ ト国におけ

る労働組織の対象は,第 一に,す べての経済的ならびに政治的な有機体の基礎としての企業

である」 として,生 産におけるHOTの 活動が,い ろいろ指示されている。たとえば,HOT

の領域で成功を収めた企業はお くれた企業すべての手本たること,労 働生産性ならびに生産

3)た とえ ば,ケ ー ル ジ ェ ン ツ ェ フ らのrグ ル ー プ17』 は ガ ー ス チ ェ フの 「狭 い 基盤 で 」 の 原 則 を 批

判 し,HOTの 活 動 に 大 衆 を ひ きい れ る こ とを 重 視 した 。 一 方,ガ ース チ ェ フ ら のrUI4T派 』 は,

HOTの 活 動 は 下 級 細 胞 を介 して で は な くてHOTの 研 究 所 や 行 政 機 関 を介 して お こな わ れ る と

主 張 した 。 両 者 の 論 争 点 は,HOTの さ ま ざ ま な潮 流 の特 徴 づ け,HOTの 実施 に た いす る態 度

に つ い て,そ の 他 た くさ ん あ った 。

4)ぺ ・ペ トロチ ェ ン コ,カ ・クズ ネ ツ ォ フr第2回 全 連 邦HOT会 議40周 年 に寄 せ て』 田 中 清助 訳

5)HayqHa只opraxxsa�flrpynaNynpaBπeH四.M.,<∂KoHoMHKa>,1965,cTp.29-39.

6)ボ グダ ー ノ フ ら を指 す のか 。 当 時 「一 般 労 働 組 織 論 」 を創 出す る さ ま ざ ま な試 み が な さ れ たが,

そ れ らは 実 用性 に 乏 し く捨 て 去 られ て しま った,と ポ ドマル コ フ は か い て い る。(CM.B.r.

ClouMapKOS.COL(H腴[bHb12npo6JleMblopraxxaa�xTpyAam.,<Mbl1cJlb>.1969,cTp.38.)
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の完 成 化 へ の労 働 者 の 関心 づ け の 引上 げ を促 進 す る よ うな労 賃 体 系 を導 入 す る こ と,企 業 の

管理 者 がHOTの 任 務 を理 解 す る こ と,勤 労 者 の 広 範 な大 衆 をHOTの 要 務 に 参 加 させ る こ

と,な ど。 ま た 決議 で は,HOTを 基 礎 と して 国家 機 関 を改 組 す る こ と,労 働 組 合 はHOT

の諸 組 織 に積 極 的 に参 加 す る こ と,HOTの 要 務 にお け る労 農 監 督 部 の役 割,HOTの 領 域 に

お け る研 究 学 習 活 動 の 問 題,な どが 指 摘 され て い る。

1924年10月16日 ソ連 邦 労 農 監 督 人 民 委 員 部 協 議 会 は,ク イ ブ イ シ ェ フのrCoBHOTの 機

能 の 変化 につ い て 』 の 報 告 を聴 き,前 の規 定 を再 検 討 しCOBHOTの 新 しい任 務 に合 致 した

規 定 を作 る こ と を決議 した 。 協 議 会 は ま た,COBHOTの 当面 の活 動 を指 導 す るた め に クィ ブ

イ シ ェ フ議 長 の も と13人 か らな るCOBHOT幹 部 会 を新 し く構 成 す る とい う決 議 を も採 択 し

た 。

CoBHOTの 活 動 の なか で 大 きな 意 味 を も った の は,1924年7月20日 ～24日 に プ ラハ で 開

か れ た 第 一 回 国際HOT会 議 に参 加 した こ とで あ った。 そ の代 表 委 員 団 は,rソ 連 邦 にお け

るHOT』 の報 告 を した エ ・エ フ ・ロズ ミロヴ ィ ッチ,PuHTの 基 本 的 方 法 』 の報 告 を した

ガ ー ス チ ェ フ,他5人 で あ った 。か れ らはCOBHOTの 諸 活 動 を外 国 に知 らせ,HOTの 諸

問題 に た いす る ソ連 邦 の 階 級 的 立場 を報 告 した 。 この 会 議 に参 加 した こ と に よ り,ア メ リカ

や フ ラ ンス,ド イ ツの 関 係 科 学 調 査 機 関 と結 びっ き を もつ ことが で きた ので あ る。

社 会 主 義 の 優位 性 は,広 範 な 勤 労 大 衆 の発 意 がHOT動 の発 展 にお い て 大 き な意 味 を も

つ こ とに もあ らわ れ た。 大 規 模 な企 業 や 機 関 の な か にHOTの 細 胞 が 自発 的 に創 出 され た 。

それ らは科 学 的労 働 組 織 や 国家 機 関 の 合 理化 の諸 問題 の研 究 に お・い て労 農 監 督 部 に助力 を与

xた 。

そ の なか で もっ と も有 名 な のが,ぺ ・エ ム ・ヶ 一ル ジ ェ ン ッ ェ フ らが 組 織 し指 導 したHOT

連 盟(JlxraHOT)で あ る。 これ は,広 範 な大 衆 型 の 自発 的 組 織 と して,1924年7月 に,

r時 間』 連 盟(Jlxra〈BpeM兄 〉)を 改 組 して 形 成 され た。r時 間』 連 盟 は,ケ ール ジ ェ ン ツ ェ

フの 発 意 に よ り,1923年7月30日 に モ ス クワで 創 立 さ れ た。 そ の参 加 者 は,労 働 者,技 師 ・

技 術 者,勤 務 員,赤 軍 の指 揮 官 と政 治 部 員,大 学 の講 師 と学 生 で あ った。 第 一 回組 織 会 議 で

幹 部 会 員 に選 出 され た の は,ケ ール ジ ェ ンツ ェ フ(会 長),ガ ー ス チ ェ フ他2名 で あ っ た。

幹 部 会 名 誉 会 長 は レー ニ ンで あ った 。 これ は,レ ー ニ ンが 時 間 の節 約 に と くべ つ な注 意 を向

けて い た こ と を示 す 。 連 盟 は雑誌 「時 間』 を発 行 した 。1923年8月2日 に作 成 ・制 定 され た

連 盟暫 定 規 約 に よ る と,r時 間』 連 盟 の任 務 は,HOTの 諸 原 則 を ソ連 邦 にお い て 実 施 す る

た め の 基本 的条 件 と して,社 会 的 な ら び に個 人 的 な生 活 の あ らゆ る面 で 時 間 の正 しい 利 用 と

節 約 を め ざ して 闘 争 す る こ とに帰 着 す る と定 式 化 され た。

r時 間』 連盟 の 活動 は 急速 に しか も広 範 に発 展 して い った 。 た とえ ば モス ク ワで,初 め連

盟 の細 胞 が44,参 加 者 が 約1,㎜ 人 で あ っ た の が,数 カ月 後 に はす で に細 胞110,参 加 者2,500
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人 にふ くれ あが った 。 ま た細 胞 は ハ リコ フ,ド ンバ ス,レ ニ ン グ ラー ド,カ ザ ン な ど75以 上

の都 市 に広 が って い った 。

そ の後,生 産 や 国家 機 関 にお け る組 織 性 の向 上 へ の勤 労 者 の影 響 を考 慮 して,r時 間』連 盟

とそ の細 胞 の活 動 は,1924年5月5日 付 の全 ソ連 邦 労 働 組 合 中央 会 議 と ソ連 邦 労 農 監 督 人 民

委 員 部 の指 示 に した が い,労 働 組 合 の 活 動 と結 合 され た 。 この結 合 は連 盟 の活 動 も労 働 組 合

の それ を も改 善 に導 い た 。 とい うの は,労 働 組 合 の なか に はHOTの 知 識 と 経 験 が 定 着 さ

れ,連 盟 は労 働 組 合 を とお して い っそ う大 きな権 威 を得 た か らで あ る。

こ う してr時 間』 連 盟 とそ の細 胞 は,時 間 闘争 か らHOTの 広 範 な問 題 に移 って ゆ き,本

質 にお・い てHOTの 先導 者 とな って い った 。 ケ ール ジ ェ ン ツ ェ フ は当 時 つ ぎの よ う にの べ て

い た。 「最 近 のr時 間連 盟』 の作 業 内 容 は 「時 間 か ら シス テ ムへ,HOTへ!』 とい う標 語 に

よ って 規 定 され な けれ ば な らな い。 時 間 闘争 は よ り徹 底 的 とな り,シ ス テ ムの原 理 と,全 体
7)

と してHOTの 原 理 となお い っ そ う 結 合 され な けれ ば な らな い」 と。 そ の た めr時 間』 連 盟

は1924年3月 に 「時 間』 連 盟 一HOT連 盟(JIHra<BpeMA>一JIHraHOT)と 改 称 され,さ ら

に 同年7月 に は 簡単 にHOT連 盟 と称 され る よ うに な った の で あ る。

8)
1925年2月17日 に ソ連 邦人 民委 員 会 議 が 承 認 したrHOT連 盟 科 学 組 織 協 会 規 約 』 に よ る

と,HOT連 盟 の任 務 は,国 家行 政 機 関 や 国営 な ら び に協 同 の工 業 や 商 業 を科 学 的 労 働 組 織

の 基 礎 に も とつ い て 改 善 す る問 題 に社 会 的 注 意 を ひ きつ け る こ と,HOTの 諸 原 則 を社 会 的

生 活 のす べ て の面 に定 着 させ る こ と,勤 労 者 の広 範 な層 をHOTの 運 動 に ひ きい れ る こ とで

あ る。HOT連 盟 は,作 業 にお け る組 織 的 不 規 律 や 時 間 の 浪費 に 社会 的 注 意 を 向 け,作 業 時

間 の損 費 除去 や 労働 生産 性 の 向上 に全 精力 を動 員 し,HOTの 考 え を宣 伝 し,活 動 を ソ連 邦

の全 領 域 で展 開 した 。

この よ うに,20年 代(前 半)の ソヴ ェ トにお い て は,科 学 的 調 査 研 究 所 や 国 家 機 関,社 会

的組 織 の網 が創 出 さ れ,HOTの 広 範 な運 動 が 展 開 され た 。 ま た,HOTに か んす る本 や 小

冊 子,雑 誌 も多 数 出 版 さ れ た 。 当 時 のHOT運 動 の 参 加 者 が ま さ に のべ て い る よ う に,「HOT
9)

は,ソ ヴ ェ ト権 力 に よ って 与 え られ て い る 目標 とい う点 で,十 月 大 変 革 の産 物 」 な の で あ

る。

7)rLIVLKep)KeHUeB.npHHロHrlblopraxxsa�x.瓢,,<∂KoxoMxxa>・1968,cTp・376.

8)HayqHa兄opraxxsa�aTpyna,,npoxaeoRCrsaNynpa瑚eH湖 一c60pHHKAOKyMeHTOBH

MaTepeanos1918-1930rr.M.,〈 ∂KOHOMHK艨r.1969,cTp.24-25・

9)B.r.noAMapxoe.CouHa.nbHbienpo6JleMblopraxxsauxxTpy双a・1VL,<MblCTIb>.1969,cTp.37

よ り 引 用 。
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3.20年 代(前 半)のHOT運 動者 の組織論

(1)

HOT運 動の理論的および実践的な指導者 ・定礎者は,ヴ ェ ・イ ・レーニン(1870～1924)

であった。

かれは,1914年 の小論文rテ ーラー ・システムは機械による人間の奴隷化である』のなか

で,労 働組織の資本主義的生産と社会主義的生産における基本的な違いを指摘 した。「資 本

は,労 働者をもっと抑圧 し自分の利潤をふやすために,工 場の内部では労働を組織 し,秩 序

だてる。だが,社 会的生産全体では,あ いかわらず,混 沌状態がお こなわれ増大 し,そ れが

恐慌をもたらす。……テー一ラー ・システムは,そ の創始者が知 らないうちに,ま たその意志

に反 して,プ ロレタ リアー トが社会的生産全体をその手ににぎり,社 会的労働全体を正 しく
i)

配置し秩序だてるため自分 自身の労働委員会を任命する時を,準 備する。」 つま り,労 働組

織を社会 ・企業 ・作業部署 というレベルにお・うじて一般的組織 ・特殊的組織 ・個別的組織と
2)

いうレベルに分けるポ ドマル コフの区分によれば,資 本主義は特殊的労働組織と個別的労働

組織の領域に限定されている。労働組織は社会主義のもとでは じめて,一 般的組織として現

出し発展するのである。

十月革命の勝利ののち,ソ ヴェ ト権力のまえに組織上の任務が緊要なものとして提起され

た。それは,社 会主義革:命がすべての社会的連関を根本的に改造 し社会的諸関係のまった く

新 しいシステムを創出することを要求 したか らであり,ま た一つには,国 内で内乱 ・生産の

低下 ・老官吏のサボタージュ ・パルチザ ン運動が瀕繁におこっていた革命後の時期の特殊条

件によってでもあった。レーニンは1918年4月 に労作rソ ヴェト権力の当面の任務』をかい

た。そのなかでかれは,ま ず第一に,「われわれがなによりもさきに直面 して いる 組織上の

任務を首尾よく解決するための基本的条件」は,社 会組織的な点にお・ける 「従来のブルジョ

ア革命と現在の社会主義革命とのあいだの根本的相違を,完 全に会得することである」 と強

調 した。 レーニンによると,そ の相違とは,「ブルジョア革命 における勤労大衆の主要な任

務 は,封 建制,君 主制,中 世的諸制度を廃絶するという否定的あるいは破壊的な仕事を遂行

す ることにあった。……これに反 して……社会主義革命にお・けるプロレタリアー トとかれら

に指導される貧農との主要な任務は,幾 千万の人々の生存にとって必要な生産物の計画的な

生産と分配を包括する,新 しい組織的諸関係のきわめて複雑で目のこまかな網を整備すると

1)B.YI..TleHHH.IIO.IIH.co6p.cov.,T.24.,cTp.369-371.邦 訳 『レ ー ニ ン 全 集 』 第20巻,pp.156-157.

2)s.r.floliMapxoB.CoqHa諏bHbieHpo6πeMblopraxxsauxxTpyAa.<Co�a.nbxbre胚ccハe江oBaHHH>

M.,1970.cTp.59.



130

3)
い う積 極 的 ま た は創 造 的 な仕 事 で あ る。」 しか し 「これ は も っ と も困 難 な任 務 で あ る。」 そ し

4)

て 「もっ と もや りが い の あ る任 務 で あ る」 と。

つ い で か れ は,「 お よ そ 社 会 主 義 革 命 で は,プ ロ レタ リア ー トに よ る 権 力 の 獲 得 とNう 任

務 が解 決 さ れ た の ち に は,ま た,収 奪 者 を収 奪 し,彼 らの反 抗 を抑 圧 す る とい う任務 が 基本

的 に解 決 さ れ て ゆ くに したが っ て,資 本 主 義 よ り も高 度 な社 会 制 度 をつ く りだす とい う根 本

的 な任務 が,必 然 的 に前 面 に押 しだ され て くる」 と指 摘 した。 そ こで か れ は 「労 働 生 産 性 の
5)

向上,な らび に それ と関連 して(ま た そ のた め に)よ り高度 な労 働 組 織」 を創 出 す る とい う

任 務 を提 起 した 。 か れ はHOTの 創 出 を組 織 上 の任 務 の 中心 的 ・基 本 的 な もの と して,共 産

主義 的 社 会 機 構 の 形 成 の もっ と も重:要な手 段 と して考 え て い た の で あ る 。

そ れ に 関 連 して,か れ は さ らに,作 業 す る こ とを学 ぶ こ と,外 国 の,資 本 主 義 の科 学 と技

術 に お け る最 新 の 成 果 を研 究 す る こ とを強 く呼 びか け た。 内戦 が終 った ば か りの若 き ソヴ ェ

ト共 和 国 に は,金 属 や 石炭,石 油,工 作 機 器,機 械,食 糧 な どが い ち じる し く欠 乏 して い

た 。 しか しそ れ だ けで は ない 。 「ッ ァー リズ ム の 体 制 が あ り,農 奴 制 度 の遺 物 が 生 きな が ら

え て い る も とで は そ う な らざ る をえ なか っ た」 ので は あ るが,当 時 の ロ シア人 は,先 進 諸 国

民 と比 較 す れ ば劣 った 働 き手 」 で あ った 。 か れ らに は作 業 の知 識 も能 力 も不 足 して い た の で

あ る。 そ れ ゆ え に レー ニ ン は,「 作 業 す る を学 ぶ こ と 一 ソ ヴ ェ ト権 力 は この任 務 を,全 面

的 に 人民 の 前 に提 起 しな けれ ば な らない 。 … …社 会 主 義 が 実 現 で きるか ど うか は,ま さ に,

ソ ヴ ェ ト権 力 お よ び ソ ヴ ェ ト的 管 理 組 織 を資 本 主 義 の最 新 の進 歩 に結 び つ け る こ とに わ れ わ

れ が 成功 す るか ど うか にか か っ てい る。 ロ シアで テ ー ラー ・シス テ ム の研 究 と教 授,そ の シ

6)
ス テ マ テ ィ ック な実 験 と応 用 をや りは じめ な けれ ば な らな い」 と訴 え た の で あ る。

しか しなが ら,当 時,レ ー ニ ンの この 呼 びか け は,ま だ 実 を結 ぶ もので は なか った。 ケ ー

ル ジ ェ ン ツ ェ フは か い て い る,「 この 呼 び か け は,そ の 当 時,応 答 な き ま まで あ っ た。 内戦

の 時期 は 国 の 経済 復 興 の た めの 活動 にま だ 寄 与 しなか った 。 平 和 時 に,レ ー ニ ンは,HOTに

か ん す る問 題 をな お い っ そ う断 乎 と して 提 起 した 。 労 農 監 督 部 にか んす る諸 論 稿 の な か で,
7)

か れ はHOTの 活 動 を党 の 当面 の任 務 と して指 し示 した 。」

ア ・ヴ ォル コ フ に よ る と,「HOT運 動 の ソ ヴ ェ ト学 派 とブル ジ ョア学 派 との相 違 は,前 者

8)
が勤 労 者 の意 識 的 な社 会主 義 的 規 律 を根 底 にお い て い る こ とに あ る。」 レ ー ニ ン は労 働 組 織

3)BJ4.Jlexux.HoπH.co6p,CO9.,T.36,cTp.168.邦 訳,第27巻,pp.242-243.

4)TaM》Ke,crp.173.邦 訳,同 巻,P.245,

5)TaM》Ke,cTp.187.i邦 訳,同 巻,p.259.

6)TaMme,crp.189-190.邦 訳,同 巻,P.261.

7)17.M.Kep》KeHUeB.npHHロHnblopraxxsa�x-xs6paxxbzenpoHSSeneHNｻ.M.,<∂KOHOMHK�>

1968,cTp.274.

8)ABoπKoB,KOMMYHHCTNgECKOecTpoHTe諏bcTBoNHayqHaHopraHH3auH兄rpyAa.<KOMMYHHCT>

1970,Ns8.cTp.27.



『ソヴェ トにおけ る科学的労働組織(HOT)運 動 131

を労働 規 律 との 直 接 的 連 関 の なか に 位 置 づ け た 。1919年 にr偉 大 な創 意 』 の なか で 規 律 を歴

史 的 に特 徴づ けて い う,「 社 会 的 労 働 の農 奴 制 組 織 は… … 杖 の 規 律 で … … 社 会 的 労 働 の資 本

主 義 的組 織 は 飢 餓 の 規 律 で … … 社 会 的 労 働 の 共 産 主 義 的組 織 一 それ の第 一 歩 は社 会 主 義 で

あ る一 は,大 地 主 や 資本 家 た ち の 羅絆 を脱 す る勤 労 者 た ち 自身 の 自 由 な そ して 意 識 的 な規

9)
律 で 支 え られ て お り,そ して 後 に なれ ば な る ほ どよ り大 き く支 え られ るで あ ろ う。」

レー ニ ンはHOTの 意 義 を くりか え し強調 した 。最 後 の諸 労 作 で,か れ は,科 学 的 基 礎 に

も とつ い て 国家 機 関 の作 業 を再 建 す る こ とに か んす る 問題 を提 起 した 。 レー ニ ン は 『小 冊 子

「新 しい もの に近 い テ ー マ の古 い論 文」 の序 文』(1922年4月)の な か で
,組 織 の 核 心 を き

わ め て簡 潔 に定 式 化 した 。 「ソ ヴ ェ ト政 策 全 体 のr核 心 』 は,組 織 に,記 録 と コ ン トロー ル

に あ る。 ゆ っ く り と,用 心 ぶ か く,実 務 的 に実 践 的課 題 と取 り くみ,実 際 の 活 動 を点 検 し,

10)
われ われ の実 践 的経 験 を 研 究 す る こ と にあ る。」 レー ニ ン は国 家機 関 の ラデ ィ カル な改善 の

た め に,合 理 化,労 働 の適 正 化,自 己規 律,作 業 準 則 な ど にっ い て 勧 告 した 。

ま た レー ニ ンは,HOT問 題 に 関 係す る科 学 的調 査 研 究 と学 術機 関 体 系 に つ い て と くべ つ

の指 示 をお こな っ た 。1923年1月 第12回 党 大会 へ の提 案 と して か か れ たrわ れ わ れ は労 農 監

督 部 を ど う改 組 す べ きか』 の な か で,「 労 農 監 督 人 民 委 員 は,い ま わ が共 和 国 にす くな くと

も12あ る労 働 組 織 の高 等 研 究 所(中 央 労 働 研 究 所,科 学 的労 働 組織 研 究 所,等 々)を 一 部 は
11)

合 同 させ,一 部 は調 整 させ る こ とを研 究 しな け れ ば な らな い」 との べ て い る。 ま た そ の な か

で,か れ は,国 家 機 関 の勤 務 員 が 「一 般 に労 働,と くに管 理労 働,事 務 労 働 そ の 他 の 科 学 的
12)

組 織 の原 則 にか んす る知 識 に つ い て」 試 験 を受 け る よ う要 請 して い る。

レー ニ ンは最 後 の労 作r量 はす くな くて も,質 の よい もの を」(1923年3月)の な か で,

広 範 な人 び との 研 究 と学 習 がHOTを 首 尾 よ く定 着 させ る 必 須 条 件 で あ る こ とを 指 摘 し,

HOTに か ん す るい くっ か の 具 体 的 な提 案 を お こな っ た。 す なわ ち,「 第 一 に学 ぶ こ とで あ

り,第 二 に学 ぶ こ とで あ り,第 三 に も学 ぶ こ と… … そ して そ の あ とで … …科 学 が真 に十 分 に

実 際 に血 とな り肉 とな り,日 常 生 活 の構 成 要 素 とな るよ うに,こ れ を 点検 す る こ と」,国 家

機 関 改 善 の た め の作 業 は複 雑 で あ る た め,「 量 はす くな くて も,質 の高 い もの を,と い う準

則 を と らな けれ ば な らない 」 こ と,「 一 般 に 労 働 の,と くに,管 理 活 動 の組 織 にか んす る教

科 書 を,二 冊 か,そ れ 以 上 編 集 す る た め の競 争 を,い ま宣 言 す べ きで あ る … … この問 題 の文

献 蒐 集 と研 究 の た め に何人 か の 素 養 の あ る誠 実 な人 を,ド イ ッか イギ リス に派 遣 す る こと。

イギ リス をあ げた の は,ア メ リカや カナ ダへ の 派 遣 が 不 可 能 と な った ば あい に そ なえ て の こ

9)B.YI.JleHKH.no∬H.co6p.COY..,T39,crp.13-14..邦 訳,第29巻,pp.423-424.

10)B.H.JleHHH.Ho菰H.co6p.CO9.,T.45,cTp.169.邦 訳,第33巻,p.358.

11)TaM》Ke,cTp386.邦 訳,同 巻,P.505.

12)TaM凪e,crp.384.邦 訳,同 巻,P.503.
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13)
とで あ る」 と。

rわ れ わ れ は労 農 監督 部 を ど う改 組す べ きか』 とr量 は す くな くて も 質 の よい もの を』

は,労 働 ・管 理 の組 織 の領 域 で の長 期 に わ た るそ して絶 え ざ る探 求,考 察,調 査 の 結 果 か か
14)

れ た も ので あ る。 これ らは,社 会 主 義 の建 設 期 にHOTを 定 着 し発 展 させ る要 務 の うえ で の

レー ニ ンの遺 訓 とな った。 「つ ぎ の よ う に大 胆 に言 っ て も よい。 も しレー ニ ンの この遺 訓 が

なか った ら,HOTは もっ と長 い 間,わ れ われ に完 全 に放 りぱ な しに さ れ無 視 さ れ て い た で
15)

あ ろ う」 と ケー ル ジ ェ ン ツ ェ フ はか い て い る。 レー ニ ンの これ らの提 案 が,か れ の 病欠 に も

か か わ らず,第12回 党 大 会 を指 導 した。 「国 家 機 関 の改 組 の問 題 にか んす る」 第12回 党 大会

が,「 党 史 上 は じめ て,科 学 的 労 働 組 織 にか んす る問 題 を提 起 し,そ して それ を 当面 の党 活
16)

動 の 日程 に上 せ た」 の で あ る

HOTの 諸 問 題 に レ ー ニ ン は 大 き な注 意 を与 え,HOTに か んす る本 を 自 らか こ う とす る

ほ どで あ った 。 そ の た め にか れ は さま ざ ま な著 者 の労 作 約50を 選 び だ した。 しか し,ま った

17)
く残 念 な こ とに,死 が そ の 計 画 の 実 現 を阻 ん で しま った ので あ る。

それ に もか か わ らず,HOTの 理 論 と実 践 一 レ ー ニ ン 自身 が 大 衆 の真 に天 才 的 な組 織 者

で あ っ た こ と もふ くめ て・ の 領 域 で レー ニ ン に よ りお こな われ た諸 活 動 の結 果,前 述 した

よ う に,ソ ヴ ェ トで はす で に20年 代 に,HOTを めざ した 大 衆 的運 動 が 生 ま れ,ダ イ ナ ミッ

クに展 開 さ れ た の で あ る。

(2)

革 命 後 のHOT運 動 は,勤 労 者 大 衆 の発 意 に よ る組 織 運 動 が その 特 徴 で あ るが,そ の も っ

と も有 名 な ひ とつ がr時 間」 連 盟(の ち のHOT連 盟)で あ り,プ ラ トン ・ミハ イ ロヴ ィ ッ

チ ・ケ ー ル ジ ェ ン ツ ェ フ(ILnaTOeIWHxa伽oBHqKepxcexuea,1881-1940)は そ の組 織 者 ・

#苴ｱ 者 で あ っ た。

ケ ール ジ ェ ン ツ ェ フ の名 は,わ れ わ れ に は ふ つ う,レ ー ニ ンのr量 はす くな くて も質 の よ

い も の を』 の なか のっ ぎ の言 葉 に よ って 知 られ る。 す なわ ち,「 一 般 に 労働 の,と くに管 理

活動 の 組 織 に か ん す る教 科 書 を,二 冊 か,そ れ以 上 編 集 す るた め の 競 争 を い ま 宣 言 す べ きで

13)TaM}Ke,cTp。391-395.邦 訳,同 巻,PP.510-515.

14)CM.レLA.C,nenos.npe双Hc孤o闘e.(n.M.Kep》KeH耳eB.npHH叩nb10praxxsauxx.M.,

<∂KOHOMHK艨t,1968,cTp.19)

15)rLM.Kepxcexuee.HpHHUHrlbIopraxxaauxx-H36P腥H61enpoK3Be双eHH月.M.,<9KoHoMHKa>.

1968,cTp.274.

16)TaMxce,cTp.316.

17)H.H.PaqeHKo.HayyHasopraHH3a嘔 兄ne双aro田qecKoroTpy双a.瓢.,<ne双aro珊Ka>,1972,

crp.ll.
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1)

あ る。 … … ケ ー ル ジ ェ ン ツ ェ フ の最 近 の 本 を基 礎 と して も よい」 とい う。 で は 「ケ ール ジ ェ

ン ツ ェ フの最 近 の 本」 とは 。 それ は1922年 にか か れ た 「組 織 の諸 原 則』 で あ る。

か れ は ま え が きで この本 をつ ぎの よ う に意 義 づ け て い る 。 「わ れ わ れ の 革 命 は 人 にた い し

て組 織 者 と して の 能力 を も っ と も多 く要 求 した。 先 年,労 働 者 と農 民 の 大衆 は 多 数 の 才 能 あ

る組 織 者 を選 出 した 。 と ころ が か れ らの 大 半 は個 人 的 な経 験 と自分 自身 の失 敗 に よ って,組

織 者 と して の作 業 の 基 本原 則 を学 ば ねば な らなか っ た。 今 日ま で,そ う した 多 様 な作 業 は総
の 　 　 　 　

括されておらず,同 様に全体として組織の問題にかんするオ リジナルな本も翻訳本も存在 し

ない。 外国の(主 としてアメ リカの)文 献においてさえ,か な り詳細に研究されているの

は,資 本主義 という条件での工場組織にかんする問題一つだけである。この本は,か れ らが

どのような領域で作業 しておろうとも平の組織者のために簡潔な実践的指導を与えることを

考えにおいている。これは主 として,現 在 ソヴェト社会主義共和国を建設せねばならない,
2)

新 しい若い組織者のために編纂 した純粋に実務的な教科書である。」

かれはまず組織という語の二重性についてのべる。組織 という 「語の二重の意味を区別 し

なければならない。すなわち,わ れわれが 『組織(化)」 と呼ぶのは,人 びとの組織化の,た

とえば,共 和国を防衛するための赤軍の組織化ないし党の組織化の作業である。この作業の

結果,た とえばいわゆるr党 組織』 もまたr組 織』と呼ばれる。r組 織」 という語 は このば
3)

あい2つ の意味をもつのである」 と。
4)

っぎに,組 織活動 とはなにか。かれはその基本的要素 として以下の7っ を抜き出す。まず
　 　

第一は,活 動の目的ないし任務はなにか ということである。さらにかれは組織の任務の性格

がひじょうに多様であることを指摘 して,組 織者は長期の任務 と短期の任務,基 本的任務 と

副次的任務,不 変的任務 と可変的任務をはっきりと区別すべきだ とい う。

第二は,定 められた活動を遂行するためにどのような組織形態がもっとも適 しているのか
　 　 コ 　

とい う こと,っ ま り組 織 類 型 で あ る 。 か れ は類 型 と して 「ラ イ ン ・シ ス テ ム」 「機 能 的 シス

テ ム」 「連 合 類 型 」 そ れ に 民 主 集 中 制 を原 則 と した 「二 重 所 属 シス テ ム」 をあ げっ っ,っ

ぎの よ う にか い て い る。 す な わ ち,「 組 織 の 細 胞 が 小 さ けれ ば 小 さい ほ ど,組 織 全 体 は よ り

弾 力 的で 強 堅 で あ ろ う。」 「組 織 の要 素 間 の連 関 は もち ろ ん の こ と,じ つ に種 々様 々で あ る。

わ れ われ は この連 関 の もっ と も主 要 な3種 類,指 導,従 風 同 等(な い し一 致)を と りだす

1)B.YI.JleHHH.noπH.co6P.cov.,T.45,cTp.395.邦 訳,第33巻,P.514.な お,レ ー ニ ン は ス ウ ェ

ー デ ン 駐 在 大 使 で あ っ た ケ ー ル ジ ェ ン ツ ェ フ 宛 て に
,1921年11月19日 付 と1922年4月13日 付 の

二 通 の 手 紙 を 出 して い る(CM.TaM}Ke,T.54,cTp.51,cTp.378)。

2)rl.1>1.Kepxcex�e.npxxqxnbiopraxxaauxx-N3ﾖQ腥HbIexpoxsaeuexxn.1>L,<∂KoHoMHKa>,

1968,crp.27.

3)TaMxce,cTp.32.

4)TaMxce,cTp.35-187.
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ことができる。」そしてこの 「連関ラインは組織上の運動が伝わる一種独特の途である。 こ

れは一全体のなかで組織を結合す る血管である」,と 。 さらにかれは,組 織の個々の構成要

素のあいだに厳密な分界線を引 くこと,そ れとともにそれ らの接合部の問題を考究すること

を強調する。「あらゆる組織の指導者は,組 織の統一 戦線の摩擦ない し衰弱がそこに創出さ

れないよう,分 界線 と接合部に注意を向けるべ きである。」
　 　

第三は,定 められた目的の達成 はどのような組織方法によってできるのかということであ

る。これに関連 してかれは,簡 単明瞭な組織図式をつ くること,組 織者はその参加者にたい

し簡明な指示を与えること,再 組織はふっうひじょうに困難で新たに組織するよりもはるか

に多 くのエネルギーを要することを忘れないこと,組 織活動は一般準則によれば不擁不屈の

労働 と大きな忍耐を必要 とす ること,等 々を指摘 した。

第四は,ど ういう人の助力によりそしてどういう人的力の活用のもとで作業はおこなわれ
　 コ 　

るのかということ,つ ま り人びとである。 この点でかれはかいている。要員を 「選抜する手

腕 は人間の組織者としての才能をいつ も証明す る。」「要員選抜にさい してはその人の特性を

活か して組織者か執行者かに分けること。」「組織者はたびたび命令するのではなくて教える

のでなければならない。……組織者のしごとは大部分,自 分の考えを執行者に根気づ よく伝

え,そ れをじっさいに成就するよう教える,教 育者のしごとである。」「組織者は自分の部下

に影響を与える能力がなければならない。かれは部下を,強 制によってやあるいは処罰の恐

れか らではなく内的動機によって,作 業 させる能力がなければならない。そのためには,か

れ自身が作業のなかで直接の手本 を示 し,そ して組織に参加 している全大衆とたえず緊密に

結びついていなければならない。」

第五は,作 業遂行のためにいかなる材料が必要なのか,そ して定められた方法によって材
　 　 　 　

料を加工するためにいかなる道具 を用いなければならないのか ということ,っ ま り物質的手
　

段である。第六は,い っまでに作業遂行が可能でありまた必要なのか,作 業の分割された操
　 　

作すべてはどういう時間的順序で実施されねばならないかということ,っ ま り時間である。

「あらゆる組織活動 は時間において 厳密に配置されなければならない。」 っぎの指摘はきわ

めてアクチュアルである。「年に数 週間 日常の労働か らそしてなるべ く日常の生活環境から

完全に解放されることは,た えず人をひじょうにはつらつとさせかれに作業のための新 しい

精力を与え る。勤務員や労働者に与え られる休暇は,組 織そのものにとって,コ ントロール

の一種独特な手段でありうる。」 かれは,組 織活動の基本的要素の最後 として第七に,い か

にして作業の記録をお こない,作 業遂行にたいする実際のコン トロールを組織するのかとい
　 　 　 　 　 　

う こ と,つ ま り コ ン トロー ル を挙 げ るの で あ る。

ヶ 一ル ジ ェ ン ッ ェ フのHOT論 を識 る うえ で もっ と も有 益 な本 は,1923年 に 出版 さ れ た

rHOT一 科 学 的 労 働 組 織 」 で あ る。 そ の なか で か れ は,社 会 主義 的 なHOT運 動 を つ ぎ の
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5)

よ うに特 徴 づ け る。 す な わ ち,ま ず 第 一 に,HOT運 動 に大 衆 を広 範 に ま き こむ こ と。 か れ

はか い て い る,「 ソ連 邦 の 労 働 者 階 級 が 現 出 して い る,HOTに 大 衆 を ま き こむ こ とは,と く

に意 義 が あ る。rHOTは 大 衆 自身 の要 務 で あ る』 とい うわ れ わ れ(共 産 主 義 者 一HOT運 動

者)の 基 本 命 題 は現 在 もそ っ く りそ の ま ま で 正 しい と認 め られ る」 と。

ヴ ェ ・ゲ ・ポ ドマ ル コ フは20年 代 のHOT運 動 につ い て,「 労 働 組織 にr科 学 的 』 とい う

概 念 を用 い る こと は,そ れ を技 術 的 な計 算 お よ び適 正 化 の 手 段 と して のみ 考 え てい る の で は

な い こ と を意 味 して い た。HOTと は社 会 主 義 的発 展 の諸 条 件 に お い て 社 会 的 活 動 の一 般 に
6)

あ らゆ る シス テ ム に 科 学 的諸 手 段 を 広 げ る こ とで あ る とい う 堅 い確 信 が あ っ た ので あ る」

と,指 摘 した。 第 二 の特 徴 は この こ とに 関 連 す る。 つ ま りケ ール ジ ェ ン ツ ェ フは,「HOTは

ま った く新 しい 学 問 分 野 な ので,こ の問 題 にか んす る術 語 の 確 定 はま だ ま だ 不 十 分 で あ り,

も っ と も主 要 な概 念 で さ え そ の 内 容 の 解 釈 は ま ち ま ちで あ る」 とのべ っ っ,HOTを つ ぎ の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　

ように定義づけていう。 「HOTと は,科 学的諸原則を人間の経営的労働ないし生産にだけ
　 　 　 　 　 　 　 　 の コ 　 　 　 　 　 コ ロ 　 　 　 　 リ コ

でなく,一 般にあらゆる組織活動にも適用することである。このように問題を提起すること

により,私 はロシアや外国のHOT運 動者の見地か ら若干離れている。アメリカでは生産の

科学的組織化の理論が産業において生まれまった くそのままで発展 した。わが国におけるテ

ーラーの反対者や 追随者はほとんどもっぱら純粋に経済的な 範囲において 活動をつづけて

いる。だが実際は科学的組織の諸原則は,他 のあらゆる活動分野にも,つ まり党や赤軍,学

校,日 常生活にも適用されなければならない」と。

ヶ一ルジェンッェフはHOTの もう一っの特徴として,人 間的諸力ならびに物質的手段の

最小消費という条件のもとで人間の労働か ら最大の効果 を得 るという原則を指摘 し,そ れを

条件っきで 「節約の原則」 と呼ぶ ことができるという。
7)

HOT運 動の源泉は,か れによると,先 進資本主義諸国の産業の組織と技術,軍 事組織,

それに革命的経験である。 第三の源泉は とりわけ特徴的である。 この点についてかれはい

う,「第三の源泉一.こ れはHOTの 領域におけるわれわれの活動家によって完全に忘れられ

ている はわれわれの革命的経験である……西側にはまった く理解できない方法を組織化

の実践 にもちこむべき多 くの ことがあった。たとえば,広 範な大衆的基礎のうえにわれわれ

の組織 を建設すること,当 面のもっとも重要な問題の解決に組織の全参加者を系統的に引き

入れること,疑 いなくわが党の統治力の基本である党細胞の役割,民 主集中制の原則をじっ

さいに実現すること,新 しい規律 と従業員の奨励のための独特な刺激 を考案す ること,等 を

5)TaMxce,cTp.272-276.

6)B.r.no双MapKoB.CouxaaIbHblenpo6πeMbKopraxxaauxxTpy双a・1>1.,<瓢b1c汀b>,1969,cTp・44.

7)rl.瓢.Kep》KeHueB.npxxuxxe10praHH3aHHH-133ﾖP腥HblenpoH3Be双eH}3A・M・,<∂KoHoM疏Ka>,

1968,cTp.286-288.
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指 し示 そ う。」

8)
さ らにか れ は,ソ ヴ ェ トにお・け るHOT運 動 の 好 条 件 と して つ ぎ の2っ を あ げ る。 ひ とつ

は,「 科 学 的 労 働 組 織 は科 学 的成 果 と生 産 お・よ び 管 理 にお・け る 労働 組 織 と のあ い だ の実 践 的

結 合 で あ る」 が,共 産 主 義 建 設 が その 結 合 を もっ と強 固 にす る とい う こ と。 か れ は い う,

「HOTは わ れ わ れ の移 行 期 に と くに合 致 して お り
,わ れ わ れ が 理 論 的 科 学 的 成 果 とそ の実

践 的 現 わ れ との あ い だ に現 在 み て い る深 い断 崖 が もは や な くな るで あ ろ う共 産 主 義 の 時代 に

は,も ち ろ ん,そ れ は真 に 開花 す る」 と。 も う ひ とつ は,労 働 者 独 裁 の存 在 が,労 働 お よび

生 産 の 問 題 に と くに関 連 した科 学 的 探究 に,資 本 家 の私 利 の要 求 に ゆ が め られず に 自由 に進

行 す る可 能 性 を与 え る こ と。 か れ はか い て い る,「 プ ロ レタ リア ー トは,HOTに 着 手 しつ

つ,新 しい 学 科 を敵 で は な くて 同盟 者 とみ な して い る。 この こ とは,西 側 の テ ー ラー主 義 者

た ち が 置 か れ て い る情 況 と比 較 して,も っ と も大 き な優 越 点 で あ る」 と。

ヶ 一ル ジ ェ ン ッ ェ フ がHOT運 動 の なか で と りわ け 情 熱 をか たむ け て い た の が 時 間 闘 争 で

あ る こ と,い う ま で もな い 。 か れ は同 名 の 労 作 の なか で,「 時 間 はわ れ わ れ に と って 物 質 的

価 値 」 で あ り,し か も 「蓄 積 し保 存 しう る」 他 の価 値 に比 して 「ま った くと くべ つ な種 類 の

価 値 」 で あ る と指 摘 し,時 間 闘 争 に関 連 した 基 本 的 問 題 と して,個 人 的 お よび 社 会 的 な時 間

の記 録,時 間 の 配 分 と計 画 化,時 間 の節 約(「 時 間 の濃 密 化 」)の3つ をあ げ る。 そ して か れ

は い う,「 時 間 の記 録 と節 約 を めざ した 闘 争 は,科 学 的労 働 組織 の要 素 の 一 っ を め ざ した闘

争 」 で あ り,r時 間 』 とい う標 語 は,「 広 範 な大 衆 の注 意 をHOTに 明 瞭 に ひ きつ け,そ れ を
9)

とお して あ らゆ る もの が 科 学 的 労 働 組 織 の原 理 を み る こ との で き る,い わ ば 窓 で あ る」 と。

さ らに か れ は,時 間 闘 争 が 「共 産 主 義 を め ざ した全 般 的 闘 争 と緊 密 にか らみ 合 って い る」 こ

と を強 調 す る。 「時 間 闘 争 は多 くの経 済 的前 提 を … …必 要 とす る。 … …時 間闘 争 は新 しい 日

常 生 活 を めざ した 闘 争 で あ る。 時 間 闘争 は体 育 運 動 と結 びつ く。 …… 時 間 闘争 は,わ れ わ れ
10)

の共 産 主 義 へ の 移 行 期 にふ さ わ しい新 しい人 間 の育 成 を めざ した 大 胆 な闘 争 で あ る」 と。

(3)

レー ニ ン は,「 作 業 す る を学 ぶ こ と」 す な わ ち一 人 ひ と りの 労 働 者 の労 働 文 化 の 向上 を,

HOTの も っ と も緊要 な任 務 と して,く りか え し強 調 した 。 その 任 務 の解 決 に大 き く助 力 し

た のが 中央 労 働 研 究 所(uyT)で あ り,そ の 組 織 者 ・指 導 者 が ア レクセ イ ・カ ピ トノ ヴ ィ

ッ チ ・ガー ス チ ェ フ(A,nexceHK腦IHTOHOBHyracTeB,1882-1941)で あ った 。

ガ ー ス チ ェ フは,エ ・エ ム ・ゴ ー リキや ヴ ェ ・ヴ ェ ・マ ヤ コフ ス キ ー らに よ って 高 く評 価

8)TaMxce,cTp.291-293.
9)TaMxce,crp.363.
10)TaMxce,cTp.375-376.
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され た有 名 な プ ロ レタ リア 詩人 で あ った 。 しか し,UHTが 創 設 さ れ るや,か れ は それ を 自
1)

分 の 「最 後 の芸 術 作 品 」 だ と考 え た。

ガ ー ス チ ェ フは か い て い る,「 幾 十 万 の プ ロ レ タ リア ー ト の苦 しみ つ つ生 ま れ,悩 み の な

か で 十 分 に熟 した思 考 は,UHTに お い て 実 現 され て い る。 … … わ れ わ れ が のべ 注 意 を鋭 く

集 中 した最 初 の こ とは,企 業 の 最 上 の管 理 の問 題 を 高 く取 上 げ よ う とす る志 向 で は な くて,

われ われ のrい か に作 業 す べ きか 』 を第 一 の マ ニ フ ェス トと した こ とで あ る。 わ れ わ れ は指

導 者 にで は な くて,職 長 や 技 師 にで は な くて,工 場 の広 範 な無名 氏 労 働 者 に呼 びか け た
2)

の で あ る。」

ガ ー ス チ ェ フは,1921年 の 第i回 全 ロ シ ァHOT会 議 で,準 則rい か に作 業 す べ きか 』 を

読 み 上 げ た。 そ れ は,「 われ わ れ は事 務 机 で 作 業 して お ろ う と,小 鍛 冶 工 の 仕 事 場 で や す り

で挽 い て お ろ う と,あ るい は土 地 を耕 して訟 ろ う と も,い た る と こ ろ に労 働 要 領 をつ くっ て

た えず そ れ を 習慣 にす べ きで あ る。 こ こに あ らゆ る労 働 に と って の 第 一 の基 本 準 則 をか か げ

よ う」 とい う前 文 を 付 して,「1.作 業 に と りか か るま え に作業 全 体 を熟 慮 す べ き こ と。 既 成

作 業 の モ デ ル と労 働 手 順 す べ て が 頭 の なか で 完 全 に組 み立 て られ る ほ ど熟 慮 す べ き こと。 も

し最 後 ま で一 切 を熟慮 しえ ない な ら,主 要 な道 標 を熟 慮 す べ き こ と。 しか し作 業 の最 初 の 部

分 は精 密 に熟 慮 す べ き こ と」 とい う準 則 か らは じめ,作 業 終 了 後 の 作業 方 法 にい た る まで,
3)

16の 準 則 か ら成 って い る。 これ はた だ ち に新 聞 や 雑 誌 に掲 載 さ れ,ま た そ の プ ラ カ ー ドや ビ

ラは工 場 や機 関,実 験 室,レ ー ニ ンの応 接 室 に もみ る こ とが で きた 。

レー ニ ンは ひ じ ょう な多 忙 に もか か わ らず,UHTに お い て ガ ー ス チ ェ フ に よ り展 開 され

る活 動 に 大 き な注 目 と熱 烈 な支 持 を与 え た。 レー ニ ン は1921年6月3日,ガ ース チ ェ フ を応

接 室 に招 待 し,か れ と細 密 な対 談 を も った 。 そ の と き レー ニ ンは,UKTの 活 動 の展 開 にか

んす るガ ース チ ェ フの 考 え を聴 き,外 国 の設 備 を入 手 す るた めの 出 資 金 にっ い て のUMTの

申請 を熱 心 に支 持 した 。 同 日か れ は ア ・オ ・ア リス コ ム同 志 に書 簡 を 出 した。 「私 は 労 働 研
　 コ 　 　 　 　

究所を管理 しているガースチェフ同志を援助 したい。……もっと精確に考えを理解 して,か

れのために奔走 して一定金額を得るようぜひ努力 して くれたまえ。この機関をわれわれはつ
4)

ねにやはり,困 難な状態にあっても支持 しなければならない。」

当時のソヴェ トは2つ の戦争で経済は混乱 し,失 業者が大量にあふれ,そ の数は数十万に

ものぼった。そこでガースチェフとUI4Tは,さ まざまな職業や技能資格のある労働者を短

期日に養成する方法を創出するという重要な任務 を立てた。この任務の解決は,当 時にとっ

1)A.K.racTeB.KaKxaAopa60TaTb.M.,<3KoHoMHKa>,1972,cTp.6.

2)TaMxce,crp.168.

3)TaM)Ke,cTp.33-34.

4)B.H..II2HHH.noπ.co6p.CO9.,T.52,czp.244-245.
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ては,ひ じょうに大 きな国民経済的意義だけでなく政治的な意義をももっていた。 しか しお

どろくべ き困難を伴なっていた。物質的に貧困で必要な設備 もなく,労 働にかんする新 しい

科学 もなく,養 成されたカードルもいなかったのである。

ガースチェフは,そ の任務の解決に情熱をもつ人たちを集めて,教 育の合理的なもっとも

効果的な方法論の創出に,か れらの全努力を集中させた。そのさい,か れは作業 における2
5)

つの基本原則 を宣示 した。

第一の原則は,調 査研究の 「狭い基盤」であった。かれは考えた,「UI4Tが 深 く進行 して

いけばい くほど,広 く進行 してい くことは容易となろう。また,要 務成就の方法論的確信が

uuT自 身においてだけでな くその方法の支持者であろう人びとにおいてもますます大きく

なろう」 と。 それゆえ,UHTは,主 として人間の作業諸器官の運動の個々の要素を写真に

撮 ることによる作業動作の分析方法を採用 し,も っとも単純な作業操作 一打ちからはじ

めて,一 連の操作の方法論 を研究作成 し,そ れをもとに労働者の大衆教育へ と移っていっ

た。uHTのHOT綱 領は,金 属にやす りをかけるさいにそれをどのようにもつのか,圧 搾機

のなかに部品をどのように据付けるのか,等 々の指示か ら成 っていた。

第二の原則は,「現存す るもので もって作業する」である。かれはいう,「科学的労働組織

はひじょうによい設備のもとでのみ導入 し得るのだ,と 多 くのものは考えている。 じっさい

それは誤っている。科学的労働組織は機械一自動機械のあるようなひじょうに完全な工場で

導入 し得ることはいうまでもないが,し か しどんな堀立小屋でもどんな谷間でも導入 し得る

のだ。科学的労働組織における従業員に必要 とされる主な質は,極 度な倹約性,材 料の倹約

性 と人的エネルギーの倹約性である。まさにこのような倹約性は望ま しNと ころ どこでで も
6)7)

実施 し得るのだ。」 この原期は ケールジェンツェフによっても強調されていた。

ガースチェフとuHTの まえには,労 働者カードルの養成方法の作成 という任務だけでな

く,も う一っの任務,す なわちひどく荒廃 した状態にあるさまざまな工場に短期 日で生産を

組織 し労働生産性を高めるような手段をみっけだす という任務 も設定された。かれはつぎの

ような生産の組織化の諸要因を抜 きだしてそれらを全面的に研究するよう呼びかけた。すな

わち ①生産の大量性,そ の専門化,協 同化,② 計画化,③ 生産諸過程の空間的 ・時間的特

徴づけ,④ 規正化,⑤ 物質的刺激づけ,⑥ 時間と労力 と材料の節約,⑦ 労働用具 と機械の改
8)

良,⑧ 作業部署の組織化。さらにガースチェフとUHTは,調 査研究活動だけでな く,相 談・

5)A.CMeTaHHH。npHHロHnb蓋MeTo八bINopraxxsaux兄pa60Tb1・ 〈Co双Ha汀HcT班qecKH茸Tpy双 〉,1969,

No10,cTp.61,

6)A.K.racTeB.KaKxauopa60TaTb.1>L,<∋KoHoMHKa>,1972,cTp.163.

7)CM,rl.ハ へ.Kep}KeH�s.Ilpxxuxnbiopl'腥N3舫NN・ 瓢,,<E)KOHOMHKB>・1968,cTp.293-294・

8)B,レ 互.KapaceB.OTeopxxopraxxsauxxTpy双aA.K.racTeB.(<BonpocblΦK丑ocoΦHH班

couHoπorKH>Bb1rlycK1.レ13双 一Bo.JlexxxrpaAcKOroyH【3aepcxTera.1969,cTp,137-138.)
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助言的な活動をも展開 したのである。

ガースチェフとUHTの こうした活動は,UNT創 設五周年記念集会で,ひ じょうに高 く

評価された。クイブイシェフはのべた,「 ガースチェフ同志の 方法 論的巧みさは,労 働力の

創出の領域に訟いて,ま た労働過程のそれから生産過程もの組織化の領域において応用され

得るだけでなく,科 学的基礎のうえに構築されたすべての国家機関の合理化にも応用され得
9)

るものである。」約70万 人の労働者を組織 して いる金属工労働組合中央委員会も祝 した,

「われわれは五周年記念祝典の日に,口HTと その思想的鼓舞者であり実践的組織者である

アレクセイ ・カピトノビィッチ ・ガースチェフに祝辞をのべます。……われわれは遠いタイ

ガで,シ ベリヤでのアレクセイ ・カピトノビィッチを自然に思い出 します一 かれはすでに

そこで労働と生産の科学的組織化のことを構想 していたのであ ります。われわれは当時それ

にたい し懐疑的な態度をとっていました。なぜならツァー リズムと形式主義の諸条件ではそ

れは空想とおもわれたか らであります。がいまやその空想は,プ ロレタリア独裁の諸条件で
10)

は,正 真正銘の現実となりま した」,と 。そのときガースチェフは,ソ 連邦中央執行委員会

幹部会から,「要務への並外れてすば らしい 労力 と献身のために」労働赤旗の勲章を与えら

れた。

ガースチェフの最大の功績は労働者カー ドル養成方法論の創出にあったのであるが,し か

しかれは,原 始的な手労働の方をのみ向いていたのではないことを指摘 しておかなければな

らない。かれは機械化,自 動化の考えを一貫 して もってお り,し か も管理にかんする現代の

科学 サイバネティックスを予想するような考えをも呈示 していたのである。かれはかい

ている,「人類は物質を加工することを学んだ。 いまや人間を綿密に加工する時機がやって
11)

きた。組織 とは,技 術的,筋 肉的それに神経的な自動機械が迅速 に動いてい く路線である。」

「口HTに おける活動 はその宿命的なものをもっている……2つ の考えがおそろ しく私の心

をひく。それらを私はできるかぎり完全なものにしたい。第一の考えを私はビオエネルゲチ

カとよぼう。第二の考えを私はオルガエネルゲチカとよぼう。現代人を,不 断の生物的完成

化や生物的な修理 ・改造への特殊な方法論にさそいこむこと,第 一の任務 はか くのごとし。

より高い組織的凝結を与えること,そ の複雑な,巨 大な複合のなかに表現された全生命のた
12)

めの組織的接枝の方式を与えること.第 二の任務 はか くのごとし。」 と。さらにかれは,

9)<OpraxxsauHATpyAa>.1925,Ns6.(uHTHeroMeTOAb]HOT.M,《)KoHoMHKa>,1970,cTp.

11-12.よ り 引 用)

10)UHTNeroMeTOAbIHOT.M.,<∈)KoHoMHKa>,1970,cTp.11.よ り引 用 。

11)n.M.Kepxcexuea.rlpHHUHnblOpr腥H3舫HH-H3ﾖP腥HblenpoxaseAexxa.M..,《 ∋KoHoMHKa>,

1968,CTP.24.よ り 引 用 。

12)no93翻pa60veroyAapaの6版 へ の 序 言 。(鵫TNeroM2TORblHOT.M.,<∂KoHoM照a>,

1970,CTP.5-6.よ り 引 用)
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社 会工 学 や 労働 の ウス タ ノ ー フ カ につ い て も論 じて い る。 そ れ ゆ え に,1962年 の ガ ース チ ェ

フ生誕80周 年記 念 に列 席 した,ソ 連 邦 科 学 ア カデ ミー 「サ イ バ ネ テ ィ ッ クス」 複 合 的 問 題 科

学 ソヴ ェ トの議 長 ア ・イ ・ベ ル ク は,ガ ー ス チ ェ フ の 「人 間 と機 械 との相 互 関 係」 の 考 え を
13)

高 く評 価 した の で あ る。

4.共 産主義建設 とHOT

20年 代(前 半)のHOT運 動 は,以 上みてきたように,レ ーニンの指導のもと,研 究所 と
1)

国家機関と大衆組織が有機的に結合する方向で,そ して全国的規模で しか も大衆をまきこむ

形で,展 開されてい ったのである。

また,HOTの 諸原則を生産活動にだけでなくあ らゆる組織活動に,日 常生活にまでも適

用 しなければならないという,ケ ールジェンッェフの主張にもみられるように,当 時のHO

T運 動の指導者たちはHOTを 経済的な 面にのみ 限定 していたのではなか った。しか し当時

の状況がその十分な展開を許さなかった。内戦による国民経済の破壊,帝 国主義の包囲,経

済的にも社会的にも文化的にもすべての点での後進性が,や はり諸努力を経済的領域に集中

することをやむなくして しまったのである。だがそれだけであろうか。結論を先にいうなら

ば,「社会的な面」 は共産主義建設展開期に診いて とりわけ 緊要なそ して実現可能な性格の

ものであろう。 したがって,国 民経済の復興そして社会主義の建設の時期に 「社会的な面」

が弱められていったのは,か かる理由も関係 しているのではなかろうか。

ここでは,共 産主義建設期におけるHOT運 動を,そ の 「社会的な面」に注目しつつ,社

会主義競争,計 画化,時 間の節約に限定 してだが,み ることにしよう。
　 　 　 　 　 　 　

レーニンは,社 会主義が歴史においてはじめて競争を 「真に広範に真に大衆的な規模で応

用 し,勤 労者の大多数をかれらが自分の真価を発揮 しうるような活動舞台に実際にひきだ し
2)

て,自 分の諸能力を発達させ,諸 才能を発揮する可能性をつ くりだす」と確言 した。そして

競争の主要な組織原則として,す べての勤労者に要務にかんする情報を保障する公開性,運
3)

動の諸成果の比較可能性,進 歩的経験を実際に繰 りかえす可能性と同志的相互援助を指摘 し

た。

13)CM.UI・ITHeroM2TOAblHOT.M.,<∈)KoHoMHKa>,1970,cTp.15.

1)最 近 の ソ ヴ ェ トで は,科 学 調 査 研 究 所 一HOTセ ン タ ー 一 企 業 のHOT課 と い う 整 然 と した

シ ス テ ム が 確 立 さ れ て い る 。

2)B.H.JleHHH.rlo測.co6P.CO9,,T.35,cTp.195・ 邦 訳,第26巻,P.415.

3)CM.B.H,JleHHH.no朋.co6P.COy.,T.36,cTp.153.邦 訳,第27巻,P.211.
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社会主義競争の今 日的段階は,共 産主義的労働をめざした運動である。 その運動 の特性

は,そ のなかで最高の労働生産性の達成,新 しい社会的諸関係の形成,来 たるべき人間の養

育をめざした闘争が有機的に結合されていることにある。
4)社会主義

競争は,ヴ ェ・ゲ ・スモルコフによると,っ ぎの4っ の面の複合である。すなわ

ち,第 一に経済的な面。それは,生 産計画の遂行,新 しい技術の定着,労 働生産性の向上,

製品の質の改良などによって生産を高めることをその目的の一っとしていることにある。第

二に社会的な面。それは,競 争が社会の社会的同質性の形成過程を促進することにある。第

三は道徳的 ・美的な面。っまり,競 争には,協 働 と相互援助の客観的な諸関係やそれ らに規

定された主観的な諸関係一 集団主義や同志的関係などが表現されているのである。そして

最後に社会心理的な面。 これは,競 争がエゴイズムやペシミズムとはまった く反対の,健 全

な要求,関 心,目 的,信 頼,活 気の体系をつくりだす ことにある。まさに同志的競争のなか

に人間は真実の朋友をみいだし,か れらといっしょに同志の喜 びを知 り,そ こでかれの社会

的感覚一一一一義務,責 任,品 性,誇 りなど一 が育成されるのである。そ してこれらの面 は,

競争の経済的な面が他の3っ の面の土台であり,後 者は前者を発展させ る必要条件である,

という関係にある。

共産主義を建設す るという諸条件での競争は,「複雑な社会 有機体としての社会そのもの

の完成化の必要を反映」 して,こ のようにさらにいっそう複合的なものとなるのである。と

ころで,こ こでは社会的な面が社会的同質化 とされている。計画化のなかでこの点を くわし

くみてみよう。

第24回 党大会で,科 学と技術の最新の成果の広範な利用,勤 労者の教育 と技能等級の向上
5)

とならんで,と いうよりもそれ らの体系の環 として,管 理 と計画化の改善の問題がとりわけ

強調された。計画化は,「管理の過程の外の何かではなくて,そ の必要な要素,管 理決定の
6)

作成 と採択の機能にお・ける環」であり,「管理の組成部分」である。

計画化 もまた経済的な面 と社会的な面 との複合である。経済的計画化は国民経済をはじめ

とす る経済的諸関係を対象 とする。 それにたいして社会的計画化は,「社会の社会的構造の
7)

最適 な機能化 と発展の確保に,ま た社会的同質性の達成に向けられた 諸措置の体系」であ

り,社 会的諸関係を対象とする。そ していうまで もなく前者が基礎である。

4)B・r・CMOJIbKOB,.CopesxosaxxeHKOMMyHH3M.1'131(一BOMocxoacxoroyxxsepcxzeza.1970,

crp.133-136.

5)CM・ 釣1aTepK猟blXXIVcbe3八aKHCC.cTp.240.邦 訳rソ 連 共 産 党 第24回 大 会 報 告 ・決 議 ・指

令 』 大 月 書 店 。1971,p.253.

6)B.r.Acpaxacbes.E皿epa30npo6πeMaxHayvHOroynpa団eH朋06utecTaom.<Hayvxoe

yHpaBπeHKeo6utecTeom>.Bbl[lyCK3,M.,<Mb(CJib>1969,cTp.25。

7)TaMxce,crp.26.
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で は,社 会 的 諸 関 係 と はな に か 。 そ の概 念 は,ア フ ァナ シ ェ フに よ る と,っ ぎの3つ の ア

8)
ス ペ ク トで用 い られ て い る。 す な わ ち ,第 一 は も っ と も広 い ア ス ペ ク トで,そ れ は 社会 的諸

関 係 の全 体 系 経 済 的,社 会 ・政 治 的,精 神 的,家 族 ・日常生 活 的 な諸 関係 を包 含 す る。

第 二 は も っ と も狭 い ア ス ペ ク トで,そ れ は さ ま ざ ま な種 類 の労 働,さ ま ざ ま な労 働 機 能 の保

有 者 と して の人 び とやか れ らの コ レ クチ ー フの あ い だ の諸 関係 を包 含 す る。 そ して第 三 は 中

間 的 な ア ス ペ ク トで,そ れ は さ ま ざ ま な歴 史 的 共 同体(民 族,階 級,家 族)の あい だ の諸 関

係 を包 含 す る ので あ る。 ま た,ア ・カ ・ベ ル ィ フの 概 念 規 定 に よ る と,社 会 的諸 関 係 とは

「経 済 に直 接 基 礎 を 訟 いて お り
,そ して質 的 に 異 な った 種 類 の労 働 の 従 事 者 と して の また

(そ れ に依 存 して)社 会 にお け る生 活 水 準 や 生 活 状 態 に訟 い て差 異 が あ る と ころ の人 び とや
9)

コレクチーフのあいだの諸関係」である。

なお,ベ ルイフによると,社 会的諸関係の特性は,そ れが直接に経済的諸関係に結びつい

ていること,そ れが経済的諸関係と政治的諸関係とのあいだの中間的なものであること,そ

れを介 して経済は政治や他の上部構造的諸現象に作用す ること,そ のなかで土台的諸現象の

要素 と上部構造的諸現象の要素を結合すること,そ れが社会的諸集団や諸 コレクチーフの諸
10)

関係であること,の なかに認められる。つまり,社 会的諸関係は 「一面からは経済 と他面か

らは政治お よびイデオロギーとのあいだの連結環」 となるのである。そしてかれは,「 政 治

とはことなって社会的な生活は特殊な形で階級発生以前 に存在 していた し,ま た共産主義の
ii)

もとで発展されるであろう」 という。

社会的計画化 とは,し たが って,労 働者階級 とコルホーズ農民階級 とインテ リゲンチャと

のあいだの,ま た都市 と農村 とのあいだの社会的諸差異を克服す ること,精 神的労働者 と肉

体的労働者 とのあいだの,管 理的労働者 と執行的労働者 とのあいだの本質的諸差異を克服す

ること,技 能等級の低い労働者を高い労働者に接近させ ること,男 性 と女性 とのあいだの,

諸民族のあいだの社会的諸差異を克服すること,等 々を,つ まり真に社会的に同質な共産主

義社会の形成を目的とした諸措置の体系だといえる。

最近ソヴェ トで,企 業の労働コレクチーフが社会的計画化の対象 として,注 意の中心のひ

とつになりつつある。それは,労 働コレクチーフが 「経済や社会 ・政治的お・よび精神的な生

活の基本的な第一次の環,社 会主義社会の経済的および社会的な細胞」であり,「 社 会的諸
12)

関係の全総和の凝結物,結 節点,社 会の模型」だか らである。クリモフによると,労 働 コレ

クチーフは 経済的な面と社会的な面 とが 有機的に結合 して診 り,前 者は生産 ・技術的問題

8)TaMxce,cTp.26-27.

9)noupeム.A.K.Be丑blx.1〈oMMyHH3MHyHpaBπeHHeo6皿ecTBeHHblMHnpo�ccaMe.レ13江 一Bo,

JleHxHrpaucxoroyHKSepcxTeTa.1972,cTp.49.

10)TaM}Ke,cTp.45.

11)TaMxce,czp.49.
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(技術的な装備の改善,設 備と作業時間の利用,生 産計画の遂行など)に 関連 してお り,後

者 は,生 産過程において従業員のあいだにつ くりだされる社会的な労働諸関係を反映 してい
13)
るのである。さらにかれは社会主義企業でのコレクチーフの発展においては,つ ぎの2つ の

相互に関連 した過程がみいだされる,と いう。すなわち,一 つは 「生産手段の社会的所有に

より生みだされ,企 業において異なったカテゴ リーやグループの従業員の状態がますますい

っそう平fH化 すること」にあらわれ,も う一つは 「社会的福祉の増大と人格の発達のための

可能性の増大にお うじて各従業員の性格のなかにかれにのみ固有な個体的な相貌と特質が育
14)

成されるということ」にある。っまり,社 会的な面 は社会的同質化 と個体性の全面的発達に

関係す るのである。

第24回 党大会は,共 産主義の物質的一技術的基礎を創出するもっとも重要な条件 として,

社会的生産の全面的集約化 とその実効性の向上を指摘 した。その集約化のもっとも深い核心
15)

は,ア ファナシェフによると,時 間の節約である。 この時間の節約 こそ,ま さにケールジェ

ンッェフがHOTと は時間闘争であると意義づけたところである。

マルクスはかいている,共 産主義のもとでは 「個々の個人 のばあいと同じく,社 会の発

展,社 会の亨楽,社 会の活動の全面性は,時 間の節約にかか っている。時間の節約,す べて

の経済は結局そこに帰着する」と。そしてさらにかれはその時間節約は第一の経済的法則だ

という。「時間の経済は,生 産のさまざま な部門への労働時間の計画的配分 と同様に,依 然

として共同的生産の基礎のうえでの第一の経済法則である。それはさらにはるかに高い段階
16)

です ら法則 となる。」

時間の節約とりわけ労働時間の節約は,い うまで もなく自由時間の増大をもたらす。合理

的に利用された自由時間は 「それ自身ふたたび最大の生産力 として労働の生産力に反作用を
17)

およぼす。」 つま り労働生産性の向上に作用するのである。 これが自由時間の経済的な面で

ある。

ところで、自由時間とは,マ ル クスによると,「人間的 教 養のための,精 神的発達のため

の,社 会的諸機能の遂行のための,社 交のための,肉 体的お・よぴ精神的生命力の自由な活動
18)

のための,時 間など」にあて られるものである。つまり人格の全面的発達のための時間であ

五2)B.r.AΦaHacbeB.Eurepasonpo6πeMaxxayxxoroynpasnexxAo6LUecTSOM.<Hayvxoe

yHpaBJieHHeo6aiecTSOM>sbmycx3.M..,<MblCJIb>,1969,cTp.30-31.

13)H.KπHMoB.ynpaBハeHHecouHa刀bHbIMpasexTxeMKo朋eKTHBa.<Co双Ka甜cTHqecKH負Tpyu>.

Ns8,1973,cTp.117.

14)TaMxce,cTp.122.

15)s.r.AΦaHacbeB.Hayvxo・TexxHVecKaapeBoJIK)�fl,ynpa田eHHe,06pasoBaxxe.M,H3A-BO

noπHTHqecKo益 πHTepaTypbLl972,cTp.425.

16)高 木 幸 二 郎 監 訳P経 済 学 批 判 要 綱 』 第1分 冊,大 月 書 店,p.93.

17)同 書,第3分 冊,P.661.

18)r資 本 論 』,マ ル ・エ ン 全 集,第23a巻,大 月 書 店,P.346.
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る。 そ して 自 由時 間 を合 理 的 に利 用 して の全 面 的 に発 達 した人 格 の形 成 は社 会 の全 面 的発 達

の 必 要 な条 件 で あ る。 この こ とか ら時 間 の 節 約 は社 会 と個 人 の発 達 の全 面 性 の指 標 と もい え

る。 か く して ア フ ァナ シ ェ フ はい う,「時 間 の 節 約 は第 一 の経 済 的 法 則 だ けで な く,社 会 主 義
19)

と共 産 主 義 の機 能 化 と発 展 の第 一 の 社 会 学 的 法 則 で もあ る」 と。 時 間 の節 約 一 自 由時 間 の

増 大 の社 会 的 な面 は この点 にか か わ る の で あ る。

以 上,社 会 主 義 競 争 と計 画 化 と時 間 の節 約 を論 ず るな か で 「社 会 的 な面 」 をみ て きた ので

あ るが,総 じて い え る こ とは,そ れ は 「一,は じめ に」 で のべ た共 産 主 義 的 労 働 の 形 成 だ け

で な く,社 会 的 諸 関 係 の完 成 化,人 格 の全 面 的発 達 に も関係 し,共 産主 義 へ 移行 す れ ばす る

ほ ど大 き な役 割 を果 す,っ ま り具 体 的 な 日程 に上 って くる もの な の で あ る 。20年 代 にお い て

HOTの 社 会 的 な面 が あ ま り前 景 に 出 なか った の は この よ うな理 由 もあ る の で は な か ろ うか 。

なお,20年 代(前 半)の 著 名 なHOT論 者 の ひ と りと して,ア ・ア ・ボ グダ ー ノ フ(A配K-

caHRpAaeKca賦poBHqSOrAaHOB,1873-1928)も い た が,こ の小 論 で は ほ とん ど触 れ る こ

とが で き なか った 。 か れ は,「 新 しい プ ロ レタ リア科 学 」 の創 出 を宣 言 して,P一 一般 組織 学

(テ ク トロギ ヤ)』 を著 わ した 。 そ の なか でか れ は,「 人 類 にお いて は組 織 の活 動 以 外 の活 動
zo)

は存 在 しない し,組 織 の任 務 以 外 の任 務 は存 在 しない」 と組 織 を絶 対 化 し,「 物 質 と人 び と
21)

と観 念 の三 位 一 体 の組 織 」 とい う広 大 な成 全 的体 系 を創 出 しよ う と した 。

ま たか れ は,一 般 的,普 遍 的 な組 織 原 則 の ひ とつ と して,シ ス テ ム の 「もっ と も弱 き環 」

の原 則 を,力 学(鎖 の環)か ら取 り入 れ て 定 式化 した 。 か れ はい う,「 全 体 の 構 造 的 耐 久 性

22)
は そ の部 分 の最 小 の耐 久 性(弱 き環)に よ って規 定 さ れ る」 と。 この原 則 は当 時 ケ ール ジ ェ

ン ツ ェ フ に よ って 批 判 され た。 か れ はか い て い る,「 ボ グダ ー ノ フ は … … 鎖 の 環 と階 級(あ

るい は社 会 集 団)の あい だ の本 質 的 な違 い を考 慮 に入 れ て い な い 。 … …成 員 数 は少 ない が し

か し進 ん だ 階 級(た とえ ば プ ロ レタ リア ー ト)は,成 員 数 は多 い が しか し未 組織 で 教 養 の 不

足 な農 民 階 級 よ り も確 乎 と し組 織 され 強 固で あ る。 共 通 の活 動 で これ らの 階 級 が 連 合 す るば

23)
あ い には,プ ロ レ タ リア ー トの方 が は るか に大 きな役 割 を演 じる こ とは疑 い ない 」 と。

最 近 ソヴ ェ トで,ボ グダ ー ノ フの 組 織 論 が,一 般 的,統 一 的組 織 論,シ ス テ ム論,サ イ バ

19)B.r.AΦaHacbeB.HayqHo-TexHHqecKa只peBo五K)IINfl,y叩aB刀eHHe,05pasoeaxxe,IM.,レ13π 一Bo

rlo汀1{TN・{ecxoH丑HTepaTypbl.1972,cTp.14-15.

20)A.EorA腥OB.Bceo6nエa兄opraxx3auxoxxaAHayKa(TeKToaom月).9.1.M[.,1925,cTp.28.(Br。

AΦaHacbeB.HayqHoeynpaB刀eHHeo6皿ecTBoM.cTp.224.よ り 引 用)

21)B.r.AΦaHacbeB.HayvHOeynpaB丑eH翻eo6uiecrsom.Ml.,H31[一BOno朋TuqecKo且 πHTepaTypbl,

1968,crp.224.

22)A.BornaHOe.Bceo6uzaaopraxesauxoxxaxHayKa(TeKTo孤orHH).4.1.CTP.213.(Kレi.Bap∬aMoB.

∫互eHHHcKa兄KoH【lenUH兄coUHaπHcTHqecKoroynpaBπeHH兄.ハ2..,<MblCT[b>,1973,cTp.125.よ り

引 用)

23)II.M,Kepxtexues.Ilpxxuxnbiopraxxsauxxxs6paxxbierlpoH3Be八eHHH.M.,<∂KoHoMHKa>,

1968,cTp.309.
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ネ テ ィ ックス等 との 関連 で,再 検 討 ・再 評 価 され る よ う に な って きた 。 ヴ ェ ・ぺ ・ボ ゴ レポ

フに よる と,ボ グダ ー ノ フの 一 連 の主 張 は 「サ イバ ネ テ ィ ッ クス の基 礎 と共 通 点 が あ る。」そ

れ のみ な らず,か れ は 「後 の そ の科 学 の公 式 の創 始 者(Nウ ィ ー ナ ー な ど)よ りず っ と遠 方

za)
を部 分 的 に だが 見 や って い た」 ほ どで あ る。 ボ グ ダ ー ノ フの 組織 論 に つ い て は 別 の 機 会 に検

討 す る こ とに した い 。

24)B.rlβoro刀eロoB.OCOCTOAHNH3a以aqaxpa3BHTH兄061双e前Teopm彊opraHH3auHH.<OpraHH3a・

uH兄Ny叩aBπeHKe,1》1.,<HayKa>,1968,cTp.43.
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年

証

1913

1914

1918

1919

1921

1922

1923

1924

HOT運 動

第1回 全 ロシアHOT会 議,

中央労働研究所(UHT)創 設

第12回 党大会

科学 的労働 組織 会議(COBH

OT)創 設

「時 間」連盟創設(24年 にHOT

連盟 に改組)

第2回 全連邦HOT会 議

レー 昌ンの論文

P汗 を搾 り出す 「科学的」方

式』

『テー ラー ・システ ムは機械

に よる人間の奴隷化であ る』

『ソヴェ ト権力の当面の任務』

r偉 大 な創意』

r小 冊子 「新 しい ものに近い

テーマの古い論文」の序文』

『われわれは労農監督部 をど

う改組すべ きか』

r量はす くな くて も質の よい

もの を』

主要出版物

ボグダーノフ 『一般 組 織 学

(テ ク トロギヤ)』(1929年 ま

で3部 にわ け重版 さる)

ボ グ ダ ー ノ ブ 『人 間 と機 械 の

あ い だd(テ ー ラー ・シス テ

ムに つ い て)

ガースチェフrい か に作業す

べ きか』,労 働研究所 月刊誌

r労働組織』創刊

ケール ジェンツェフ 『組織 の

諸原則』,エ ル マンス キー『科

学的労働組織 とテーラー ・シ

スア ム』

ガース チェフ 『時間』

ケール ジェンツェフ 『科学 的

労働組織』,「時 間」連盟月刊

誌 『時 間』創刊

ガー ス チ ェ フ 『労 働 の ウ ス タ

ノ ー フ カ』,テ ー ラーr科 学 的

管 理 法 』 露 訳 さ る(25年 版 は

ケー ル ジ エ ン ツ ェ フが 序 文 を

か く),フ ァ ヨール 『一 般 な

らび に工 業 の管 理 』 露 訳 さ る

(ガ ー ス チ ェ フが 序 文 をか く)
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プ ラ トン ・ミ ハ イ ロ ヴ ィ ッ チ ・ケ ー ル ジ ェ ン ツ ェ フ

(ilnaroxMxxaH.nosxyKepxcex�s,188-.1940)

一 共 産 党 と ソヴ ェ ト国 家 の 有 名 な 活 動 家 ,歴 史 家,社 会 評 論 家,文 学 者,外 交 官,HOTの

熱 心 な組 織者 ・指導 者(r時 間 』 連 盟 →HOT連 盟)

1904

1905
(ill)

1912

(～17)

1917

1918

(～20)1
921

(～23)1923

(～24)
1925

(～26)
1927

1928

1930

1936

1940

ロシア社会民主労働党 に入党。警 察の監 視の もと流刑者 としてニ ジュニ イ ・ノヴゴロ

ドで くらす。

革命 に積極的 に参加す る。 ニジュニイ ・ノヴ ゴロ ド,ペ テルブル グ,キ エ フで地下活

動 を診 こない,ボ ル シェヴィキの定期刊行物(新 聞rキ エ フス カヤ ・ムィス リィ』 と

rキ エフス キエ ・ベスティ』)に 非合法 に関与す る。

亡命 して,ロ ン ドン,パ リ,ア メ リカで暮 らす。 この間 もロシア社会民主労働党員ボ

ル シェヴィキと して革命活動 に従事 し,と くに文筆 の面で大 きな活動を した。

亡命か ら帰 国。

新聞r全 露 中央委員会 イズヴ ェスチヤ』編集 局次長,「 ロシア電報通信」社長。

ス ウェーデ ン駐在大使

COBHOT幹 部会員。rプ ラウダ』 で作業す る。 モス クワにて 「時間』連盟設立。

イタ リヤ駐在大使

ソ連邦共産党 中央統計局次長

ソ連邦共産党 中央委員会所属文化 ・宣伝部次長

共産主義 アカデ ミー幹部会副議長(ウ ズベ ク共和 国よ り選 出)お ・よび文 学研究 所長。

ソ連邦人民委員会主事。 ソ連邦人民委員会付属全連邦 ラジオ委員会会長 。 ソ連 邦人民

委員会議付属芸術問題委員会会長

大小 ソヴェ ト百科辞典 出版編集局次長

死去

◎HOTの 諸 問題 にか んす る主な労作

r組織 の諸原則』(1922年 … …1925年 まで に4度 改版 さる),r科 学 的労働 組織』(1923年 ……

1925年 に改訂 ・増補 の第二版 を出す),rHOTと 党 の任務J,r時 間闘争』,r組 織者 の覚え書 き』

(1923年),r自 分 自身 を組織せ よ!』
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ア レ ク セ イ ・カ ピ トノ ヴ ィ ッ チ ・ガ ー ス チ ェ フ

(A.nexceHKanxTOHOBxvracree,1882～1941)

一 一 学 者 ,社 会 的 活 動 家,プ ロ レタ リア詩 人,HOTの 有 名 な 定 礎 者 ・指 導 者(uHT)

1882

(～)

1900

1901

(～8)

1905

(^一)

1917

1918

1920

(一r38)
1921

1924

1926

1931

1932

(～36)

ウ ラジー ミル県 スズダ リ市 に生 まれる。

4年 制小学校 と技術学校 を終 了。モス クワ教員学校に入 学。 しか し政治活動(学 生デ

モの組織化)の た め除籍 さる。

革命活動 に参加

ロシア社会 民主労働党に入党。

コス トロマ ・ボル シェヴィキ派組織 の武装労働者革命部隊 を指導す る。ロシア社会民

主 労働党 コス トロマ組織の代表者 と して中央委員会や個人 的に レーニ ンと直結 の結 び

つ きを保つ。17シ ア社会民主労 働党 第3回 大会で代表委員 に選ばれ,ボ ル シェヴィキ

派 の代表者 としてジュネーヴでの代 表者会議 に出席。ス トックホル ムで のロシア社会

民主労働党第4回(連 合)大 会 の活動に参加。

ヴォーログダ県,ア ル ハーンゲル ス ク県,ナ リムへ の拘留,禁 鋼,流 刑 を一 度 ならず

受け る。警察 の追跡か ら隠れ つつ,ラ ヴ レンティエ フ,ナ ザ ロフ,ヴ ェル シニン,イ

ワノフとい う姓 を名 の り,っ ねに非合法 に生活す る。

/¥ｰリに数回亡命す。 そ このい くつか の工場 で作業 し,高 等 学校 で社会 諸科学 を学ぶ。

2月 革命後,ペ トログ ラー ドに もどり,金 属工組合 執行 委員会 の 茅ンバーに選ばれ る。

全露金属工組合 中央委員会書記長。

チ ェコス ロヴ ァキア暴動 との連 関で サル モヴ ォ工場 の特別 委員に任命 さ る。党の任務

を首尾 よ く遂行 して,南 部 に渡 り,そ こで芸術部長 な らびに ウクライナ ・ナル コム プ

ロス協議会の メンバー と して作業す る。

全 ソ連邦労働組合中央会議付属中央労働研究所(uHT)を 組織 ・摺導す る。

レーニ ンに招待され会見す る。

プ ラハでの第1回 国際HOT会 議 にソヴ ェ ト代 表委 員団の一 員 として出席。 労農監督

人民 委員部付 属COBHOTの 副議長 な らびに議長(～26)。

ソヴェ ト政府 によ り 「労 働赤旗」 勲章 を与 え られる。

全 ソ連邦共産党 に入党。

ソ連邦労働 国防会議付属標 準化 委員会議 長 となる。

◎HOTの 諸 問 題 にか ん す る主 な労 作

r産 業 的 世界 』(1919年),rわ れ わ れ の 任務 』(1921年),rい か に 作業 すべ きか』(1921年),

『時 間』(1923年),『 新 しい文 化 の ウ ス タノ ー フ カJ(1923年),r労 働 組合 と労 働組 織』(1924

年),『 労 働 の ウス タ ノー フ カ』(1924年)。
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ThemovementofScientificLabourOrganizaton(HOT)intheSovietUnion

-inthefirsthalftermof1920's一

N.MATSUDA

IntheSovietUnionwheretheyarebuildingupthecommunism,theproblemsofScientific

LabourOrganization(HOTShavebeenespeciallyemphasizedsincethelatterhalfof1960's.

HOThasdualityofeconomicandsocialaspects.Theformerisconcernedwithrisingproduc-

tivityoflabour,whilethefunctionsofthelatterarethechangeoflabourtowardtheprimary

vitaldesire,thetotaldevelopmentofpersonalityandtheperfectionofsocialrelations.That

istosay,thesocialaspecttakesaremarkableroleintheperiodofconstructingthecommunism.

ThemainaimofthispaperistoregardaboutthemovementofHOTinthefirsthalfterm

of1920's.AtthattimemassmovementforHOTwasbroughtaboutinmanyareasandwas

spreadoutdynamicallyundertheleadershipofV.1.Lenin.Itseemstomesignificanttoput

thelightonthisexperimentinordertounderstandHOT-movementintoday'sSoviet.

WhenthepeopleinSovietsetthemselvestorestoretheeconomyandconstructanewsociety

aftertheendofcivilwar,aphenomenalconcernwithtechnicalprogressortheproblemof

HOTcomesintobeingamongtheparty,tradeunion,economicleadersandspecialists,and

labourers.Massandallpeople'smovementstartstosettleitinenterprises,institutes,theRed

ArmyandschoolsthroughthestudyofprinciplesofHOT,thenvariousorganizationsofHOT-

movementappeared.

OneoftheconspicuousresultsistheCentralInstituteofLabour(L�'IT)whichwases-

tablishedin1921forthepurposeofresearchandpracticeofHOTinproduction.Itsdirector

wasA.K.Gaschev.InthosedaysLeninlaidastressoverandoveragainon"Studytowork",

thatis,theimprovementoflabourcultureforeachlaboureristhemosturgentdutyofHOT.

Gaschevmadeatrainningmethodoflabourercadreinordertoaidthesolutionoftheduty.

Healsodisplayedtwofundamentalprinciplesofwork.Oneis"onthenarrowbase"of

research,andtheotheris"workwithwhatexistsatthepresent."

In1923ScientificLabourOrganizationConference(CoBHOT)wasestablishedinorderto

leadandcontrolgenerallythoseactivityconnectingallHOTinstituteswiththeSovietOrgan.

ThisconferencebelongedtothePeople'sCommissariatofWorker-PeasantInspectorate

(HKPKH),andwasourca11edcentralleaderorganization.

Ontheotherhand,undertheinitiationofthewiderangeoflabourers,thecellsofHOT

developedthemovementcreatedvoluntarilyintolarge-scaleenterprisesandinstitutes.The

famousoneofthemisthe"Time"Leagueestablishedin1923.Itsnamewaschangedinto

HOTLeagueinthenextyear.P.M.Kerdjenchevwasitsleader.Heinsistedthatprinciples

ofHOTwasappliedtonotonlyproductiveactivitybutactivityofallsortoforganization,up
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todailylife.Thenhealsorecognizedspecialworthoftimeandthoughtthebattleforthe

economyoftimeasalargeelementofHOT.

In1924thesecondconferenceoftheUnionHOTwasopenedatMoscowwiththeobjectof

generalizingmanyexperimentsofHOT-movementwhatwasdoneyetandformulatingthe

functionsforfurtherdevelopmentofHOT.TherethedisputeaboutsubstanceofHOTwas

finishedandnewdifinitionofHOTwasadopted.

ThusthemovementofHOTinthefirsttermof1920'swasdevelopeddynamicallyinthe

directionofjoiningtogetherinstitutes,nationalorgansandmassorganizationorganically.


